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第１章 浦安市児童育成クラブに係る評価事業の全体像 

１.浦安市児童育成クラブに係る評価事業の概要 

(１) 評価事業の目的 

浦安市児童育成クラブに係る評価事業（以下、「本事業」と言う。）は、浦安市が提供する福祉 

サービスの質の向上と、利用希望者への適切な情報提供を目指すものであり、具体的には次の目的 

を達成する。 

 

（１） 利用者が、福祉サービスを選択するにあたっての検討材料となる情報を提供する。自分が利

用しているサービスの状況や事業者のサービス向上への取り組み状況を確認するのに役立つ

情報を提供する。 

（２） 各クラブにおけるサービスの強み（サービスの特徴）や弱み（改善の方向性）を洗い出すこ

とで、事業者がサービスを改善するにあたり、検討するための情報を提供する。 

 

 

(２) 評価の仕組み 

本事業では、児童育成クラブの運営事業者に対し事業者自己評価を、児童育成クラブの利用者 

（児童）とその保護者に対し利用者調査を実施することで、“事業者”と“利用者”の二者から見 

た評価を行った。 

 

＜本事業の全体イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

現在のサービスに対する評価 
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２.事業者自己評価の考え方 

(１) 目的 

事業所の職員がサービスの内容について振り返り、良い点、改善が必要な点を把握することを目的と 

する。 

 

 

(２) 評価の対象 

市内の児童育成クラブ 17クラブに対して実施した。 

 

 

(３) 事業者自己評価の実施方法 

市が定めた事業者自己評価シートを使用して実施し、評価シートは、電子メールにより配布・回収 

した。実施方針については、以下のとおりである。 

 

①事業者自己評価における客観性の確保 

事業者自己評価を実施するにあたり、客観性を確保するために、事業責任者が単独で行うので 

はなく、可能な限り職員の参加による評価を行うことを前提とし、事業責任者およびサービスに 

関わる複数の職員、場合によっては全職員が相談をしながら評価を行い、評価シートに記入する 

方法を採用した。なお、ここでいう職員には、非常勤のほかに、常勤者と同等にサービスに関わ 

っている非常勤職員を含む。 

 

＜実施体制の例＞ 

ア．幹部職員および一般職員による評価チームをつくり、自己評価を行う。 

イ．通常の職員会議等の場を活用し、自己評価を行う。 

ウ．その他（ア、イ以外の方法で自己評価を行う） 

 

②具体的な取り組みの事実に基づく評価 

今回実施するこの事業者自己評価は、あくまで事業者の自己責任で実施するものであり、 

原則として、公開対象となっている項目は、記載内容をそのまま公表する。このため、事業 

者には具体的な取り組みの事実に基づいて評価を実施することを求めた。 
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(４) 事業者自己評価シートの構成 

事業者自己評価シートの構成は、以下のとおりである。 

 

①総合評価と事業プロフィール 

・総合評価 

大項目のそれぞれについて総合的な評価を行う。大項目別の自己評価の結果に基づき、 

当該事業所の強みとサービス改善に向けた取り組みを具体的に記述し、大項目別に達成度 

を５段階で評価する。 

 

・事業プロフィール 

名称、所在地、連絡先、事業規模、サービスにあたって大切にしていることなど、当該 

事業所の概要を記述する。 

 

＜事業者自己評価シートの構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②分野別の自己評価 

大項目ごとに中項目、小項目を設定し、当該事業所の運営およびサービス提供について詳 

細な自己評価を行う。小項目ごとに設定された評価の視点（判断基準）と当該事業所におけ 

る具体的な取り組みの事実を照らし合わせ、達成度を評価する。 

 

  

 

 
①分野別の 

自己評価 

（大項目・中項 

目、小項目） 

②総合評価と 

事業所の 

プロフィール 
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(５) 評価項目 

評価項目は、以下のとおりである。 

大項目は 3項目、中項目は 21項目、小項目は 66項目で構成される。 

 

Ⅰ 組織と運営 

中項目（5 項目） 小項目（24 項目） 

１ 運営 

① 理念・方針の職員への周知 

② 重要な意思決定時における職員や利用者への説明 

③ 職員が意見や提案を発言しやすい雰囲気づくり 

④ 利用者意見に対する適切な対応 

⑤ 利用者意向の事業計画への反映 

⑥ 全職員でのサービス改善への取り組み 

⑦ 市との連携や情報共有 

⑧ 学校との連携や情報共有 

２ 人事 

① 職員研修の開催 

② 日常的な職員の意向把握 

③ 職員の適正な採用 

３ 情報 

① 指示・連絡・報告・相談の体制 

② 利用者の家族に対する定期的な情報提供 

③ 情報公開仕組み 

４ 危機管理 

① 災害・緊急時の対策 

② 施設や設備の安全点検及び危険箇所への対処 

③ ケガや急病に対する救護対策 

④ 衛生管理（感染症の拡大防止） 

⑤ 衛生管理（食中毒の防止） 

⑥ ケガや事故の再発防止 

５ 個人情報保護 

① 守秘義務の研修 

② 守秘義務のための取り組み 

③ 個人情報利用の利用者への説明 

④ プライバシーの確保 
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Ⅱ サービス提供のプロセス 

中項目（7 項目） 小項目（17 項目） 

１ 利用希望者への対応 

① 見学者の受け入れ、分かりやすい説明対応 

② 重要事項に関する書面による同意 

③ 説明資料の読みやすさ 

２ 計画作成・見直し 

① 子どもや保護者の意見を反映した計画作成 

② 利用書への計画説明及び同意 

③ 実施計画の定期的な見直し 

３ サービスの標準化 
① 個々のサービスに応じたマニュアル作成 

② 新人職員に対する実地指導 

４ 苦情解決 

① 苦情の受付体制、職員への周知、サービスへの反映 

② 苦情の迅速な解決 

③ 苦情に関する情報共有 

５ 利用者の家族に対する

サポート 
① 保護者からの相談対応 

６ 人権の尊重 
① 虐待防止のための具体的な仕組み 

② 家庭等の虐待兆候の早期発見及び見守り 

７ 地域との連携・交流 

① 施設外での活動範囲を広げるための取り組み 

② ボランティア・実習生に対する事前説明 

③ 関係諸機関・団体との連携のための取り組み 
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Ⅲ サービスの内容 

中項目（9 項目） 小項目（25 項目） 

１ 基本原則 

① 子どもの主体的な活動の援助 

② 子どもの状況や要望に応じた支援 

③ 提供したサービスの記録 

２ コミュニケーション 
① 子どもの自己決定の促進・受け止め 

② 子どもの人格や価値観を尊重した対応 

３ 相談等の援助 
① 子どもからの相談対応 

② 子どもの生活状況の把握、職員間の情報共有、支援への反映 

４ 健康管理 

① 適切な服薬管理 

② 子どものケガや急病時の対応及び報告 

③ アレルギー疾患への配慮 

５ 自傷他害への対応 
① 自傷、他害、物損などに対する適切な対応 

② 専門家の協力を得た支援方法の工夫 

６ 活動 

① 活動メニューの多様性や、子どもが選んで参加できる仕組み 

② 子どもが自由に遊べる時間の確保 

③ 学習活動を自主的に行える環境整備 

④ 子どもの豊かな人間関係が育つような配慮 

⑤ 互いに認め合い尊重し合える人間性が育つための支援 

⑥ 障がいのある子どもが活動する際の支援 

７ おやつの提供 

① 質の高いおやつの提供 

② 子どもの嗜好や成長に合わせたおやつの提供 

③ おやつを楽しむことが出来るような配慮 

８ 施設環境 

① 子どもが快適に生活するための施設環境の配慮 

② 施設内の清掃・整理 

③ 安全に活動するための設備・備品への配慮 

９ 来所・帰宅 ① 子どもひとりでの来所・帰宅に対する安全指導 
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(６) 事業者自己評価の基準 

◆事業者自己評価は、小項目、中項目、大項目の順に行うこととした。 

 

◆小項目では、評価の視点（判断基準）の達成度を 4段階で評価した。 

［小項目の評価基準］ 
 

 ４ 優れた取組ができている  

 ３ おおむねできている   

 ２ あまりできていない   

 １ まったくできていない  

 

◆中項目では、小項目の評価点の平均値をもとに、4段階で評価した。 

［中項目の評価基準］ 
 

 ４ 優れた取組ができている ：小項目の評価点の平均が 3.25 以上 

 ３ おおむねできている  ：小項目の評価点の平均が 2.50 以上 3.25 未満 

 ２ あまりできていない  ：小項目の評価点の平均が 1.75 以上 2.50 未満 

 １ まったくできていない ：小項目の評価点の平均が 1.75 未満 

 

◆大項目では、中項目の評価点の平均値をもとに、5段階で評価した。 

［大項目の評価基準］ 
 

 A 大 変 優 れ て い る  ：中項目の評価点の平均が 3.40 以上 

 B 優 れ て い る  ：中項目の評価点の平均が 2.80 以上 3.40 未満 

 C 普 通 ：中項目の評価点の平均が 2.20 以上 2.80 未満 

 D や や 不十分である ：中項目の評価点の平均が 1.60 以上 2.20 未満 

 E 極めて不十分である ：中項目の評価点の平均が 1.60 未満 

 

◆小項目、中項目の評価点をつける中で気づいたこと、具体的な取り組みの事実などを勘案しな 

がら、良いと思う点、改善が必要だと思う点について、コメントを記述できるようにした。 
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３.利用者調査の考え方 

(１) 目的 

サービスについて利用者が日頃感じていることを把握し、サービス改善に向けた手がかりとしていく 

ことを目的とする。 

 

 

(２) 評価の対象 

各児童育成クラブの利用者及び保護者を対象に実施した。 

 

 

(３) 利用者調査の実施方法 

無記名のアンケート方式により実施した。 

調査票は、事業所から利用者へ直接配布し、郵送により回収した。 

 

 

(４) 調査項目 

平成 28 年度の利用者調査における調査項目は、以下のとおりである。 

 

調査項目 
質問

番号 
質問事項 

利用している 

クラブの組織と 

運営について 

【◆保護者◆】 

Q 1 
クラブの理念や方針について、保護者に十分な説明や情報提供がありまし

たか。 

Q 2 支援員は、育成支援に関する専門的知識や技術を有していると思いますか。 

Q 3 
出席確認や不審者対応など、来所時や帰宅時の安全確保に向けた取組みが

なされていると思いますか。 

Q 4 クラブ内の部屋について清掃・整頓が行き届いていると思いますか。 

Q 5 
支援員は、お子さんや保護者の個人情報の保護・取扱いに注意を払ってい

ると思いますか。 

Q 6 学校との連携や情報交換が適切に行われていると思いますか。 

サービス提供の 

手順について 

【◆保護者◆】 

Q 7 
支援員からクラブに関する内容等について、事前に十分な説明や情報提供

がありましたか。 

Q 8 あなたは、支援員同士の情報共有が十分になされていると思いますか。 

Q 9 
連絡帳やおたよりを通じて、お子さんのクラブでの様子が伝わってきます

か。 

Q10 
お子さんのクラブでの様子など、気になっていることを支援員に相談しや

すいですか。 

Q11 
クラブに関する意見や要望に対して、クラブ側が誠実に対応していると感

じますか。 
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調査項目 
質問

番号 
質問事項 

子どもの発達 

援助について 

【◆保護者◆】 

Q12 
支援員は、おやつを楽しく食べられるように、さまざまな工夫をしている

と思いますか。 

Q13 
支援員は、遊びや生活を通して自主性や人間関係が育つような配慮をして

いると思いますか。 

Q14 
支援員は、お子さんが宿題や自習等の学習活動を自主的に行える環境を整

えていると思いますか。 

Q15 
支援員は、お子さんの成長にあわせて、基本的な生活習慣が身につくよう、

配慮をしていると思いますか。 

Q16 
季節の行事など、お子さんが楽しく過ごせるような工夫が計画的に行われ

ていると思いますか。 

Q17 
クラブにおいての発熱など体調変化があった場合や、事故やケガが発生し

た場合に、処置や保護者への連絡が、適切に行われていると思いますか。 

Q18 
支援員は、子どもの人権を尊重し、個人差に配慮しながら、お子さんと接

していると思いますか。 

Q19 
特別な支援が必要なお子さんが、他のお子さんと交流しやすいよう配慮さ

れていると思いますか。 

児童育成クラブ

安全・安心メー

ルについて 

【◆保護者◆】 

Q20 

現在、児童育成クラブ安全・安心メールの利用登録（メールアドレスの登

録）をしていますか。 

また、登録している方は安全・安心メールシステムに満足していますか。 

自由記述 

【◆保護者◆】 
サービスについて、ご意見などがございましたら何でもご自由にお書きください。 

サービス提供の 

手順及び発達 

援助について 

【◇児童◇】 

Q22 じどういくせいクラブのおやつはおいしいですか。 

Q23 
じどういくせいクラブのへややトイレはきもちよくつかうことができます

か。 

Q24 じどういくせいクラブはたのしいですか。 

Q25 
じどういくせいクラブで、こまったことやいやなことがあったとき、クラ

ブの先生は、どうしたらいいか、いっしょにかんがえてくれましたか。 

Q26 
じどういくせいクラブの先生は、あなたのきもちをよくわかってくれます

か。 

自由記述 

【◇児童◇】 
じどういくせいクラブについてかんじていることを、なんでもかいてください。 
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(５) 利用者調査の基準 

◆各質問について、利用者（児童）及び保護者が３段階で評価する。 

 

◆回答結果を次のとおり点数換算し、全回答者の設問別平均点を算出する。 

（－1点～1点の範囲） 

［回答の判断基準］ 
  

 １ は い （肯定的評価） ⇒  1 点 換算 

 ２ どちらともいえない （中間的評価） ⇒  0 点 換算 

 ３ い い え （否定的評価） ⇒ －1点 換算 

 

◆設問別平均点を基に、次のテーマ別に平均点を算出する。その結果を基に、「テーマ別評価」 

を行う。 

［ 評価区分 ］ 

評価者 テーマ 設問数 
テーマ別 

平均点 

◆保護者◆ 

◆利用しているクラブの組織と運営について 6 問 
－1 点 

～  

1 点 

◆サービス提供の手順について 5 問 

◆子どもの発達援助について 8 問 

◇児童◇ ◇サービス提供の手順および発達援助について 5 問 

 

［テーマ別評価の算出方法］ 
 

 A 大 変 優 れ て い る  ：設問別平均点が全て 0.75 点以上 

 B 優 れ て い る  ：テーマ別平均点が 0.5 点以上 

（テーマ別評価 Aとなる場合を省く） 

 C 普 通 ：テーマ別平均点が 0. 0 点以上 0.5 点未満 

 D や や 不十分である ：テーマ別平均点が－0.5 点以上 0.0 点未満 

 E 極めて不十分である ：テーマ別平均点が－0.5 点未満 

 

  



 

11 

 

４.公表・フィードバックの考え方 

(１) 事業者へのフィードバックに関する考え方 

事業者自己評価シートの構成は以下のとおりである。 

 

①事業者自己評価のフィードバック 

事業者自己評価の結果については、サービスごとの全体集計結果と当該事業所の自己評価結果 

を対比できる資料を作成し、フィードバックする。これにより、自己評価を実施した事業者全体 

における当該事業所の位置づけを伝える。 

 

［事業者へのフィードバックレポートのイメージ（自己評価）］ 
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②利用者調査結果のフィードバック 

利用者調査の結果については、当該事業所の項目別・分野別に見た利用評価が分かる資料を作 

成し、フィードバックする。ただし、サンプル数および回収数が極端に少なく、利用者が特定さ 

れる可能性のある場合は非公開とする。 

利用者の自由意見については、利用者が特定される意見を除き、全て事業者に報告する。 

 

［事業者へのフィードバックレポートのイメージ（利用者調査）］ 
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(２) 評価結果の公表に関する考え方 

①市民への公表 

事業者自己評価および利用者調査の結果は、市のホームページ等を通じて市民に公表する。 

公表の範囲は、「クラブ・運営事業者のプロフィール」、「運営事業者のサービス提供方針」、 

「運営事業者による自己評価結果」、「利用者による評価結果」をそれぞれ掲載する。 

 

［公表フォームのイメージ］ 
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17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②評価結果の問い合わせ対応 

今回の評価結果について、公表後に、利用者や市民から問い合わせがあった場合には、事業者 

に既に設置されている問い合わせ窓口や担当者を通じて対処頂く。また、調査実施方法や全クラ 

ブ共通の事項については、市青少年課が窓口となって対処する。 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 平成 28 年度児童育成クラブに係る評価結果 
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第２章 平成 28 年度児童育成クラブに係る評価結果 

１. 調査の概要 

(１) 事業者自己評価 

①目 的 
事業所の職員がサービスの内容について振り返り、良い点、改善が必要な 

点を把握することを目的とする。 

②対 象 市が設置する児童育成クラブ 17 クラブ 

③期 間 平成 29 年 1 月 27 日（金）～平成 29 年 2 月 10 日（金） 

④方 法 
事業者自己評価は、市が定めた事業者自己評価シートを使用して実施し、 

評価シートは、電子メールにより配布・回収した。 

 

(２) 利用者調査 

①目 的 
サービスについて利用者が日ごろ感じていることを把握し、サービス改善 

に向けた手がかりとしていくことを目的とする。 

②対 象 市が設置する児童育成クラブの利用者（児童）及び保護者 

③期 間 平成 29 年 1 月 27 日（金）～平成 29 年 2 月 10 日（金） 

④方 法 
無記名のアンケート方式により実施した。 

調査票は、事業所から利用者へ直接配布し、郵送により回収した。 

 

(３) 各調査の実施状況 

No. 児童育成クラブ名 
事業者調査 利用者調査 

回収状況 配布数 回収数 回収率 

1 浦安小学校地区児童育成クラブ ◯ 90 52 57.8% 

2 南小学校地区児童育成クラブ ◯ 147 73 49.7% 

3 北部小学校地区児童育成クラブ ◯ 167 103 61.7% 

4 見明川小学校地区児童育成クラブ ◯ 105 56 53.3% 

5 富岡小学校地区児童育成クラブ ◯ 75 45 60.0% 

6 美浜南小学校地区児童育成クラブ ◯ 54 39 72.2% 

7 東小学校地区児童育成クラブ ◯ 163 108 66.3% 

8 舞浜小学校地区児童育成クラブ ◯ 146 85 58.2% 

9 美浜北小学校地区児童育成クラブ ◯ 48 35 72.9% 

10 日の出小学校地区児童育成クラブ ◯ 116 68 58.6% 

11 明海小学校地区児童育成クラブ ◯ 70 39 55.7% 

12 高洲小学校地区児童育成クラブ ◯ 169 96 56.8% 

13 日の出南小学校地区児童育成クラブ ◯ 99 49 49.5% 

14 明海南小学校地区児童育成クラブ ◯ 68 52 76.5% 

15 高洲北小学校地区児童育成クラブ ◯ 104 64 61.5% 

16 東野小学校地区児童育成クラブ ◯ 169 102 60.4% 

17 入船小学校地区児童育成クラブ ◯ 97 61 62.9% 

合計 17 施設 1,887  1,127  59.7% 
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２.事業者自己評価の結果 

事業者自己評価について、全 17 クラブの単純集計の結果は以下のとおりである。 

 

(１) 組織と運営 

①運営 

 

 

②人事 

 

 

③情報 

 

  

35.3  

70.6  

35.3  

76.5  

47.1  

58.8  

52.9  

64.7  

58.8  

29.4  

64.7  

23.5  

52.9  

41.2  

47.1  

35.3  

5.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①理念・方針の職員への周知 

②重要な意思決定時における職員や利用者への説明 

③職員が意見や提案を発言しやすい雰囲気づくり 

④利用者意見に対する適切な対応 

⑤利用者意向の事業計画への反映 

⑥全職員でのサービス改善への取り組み 

⑦市との連携や情報共有 

⑧学校との連携や情報共有 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

41.2  

29.4  

41.2  

52.9  

58.8  

52.9  

5.9  

11.8  

5.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①職員研修の開催 

②日常的な職員の意向把握 

③職員の適正な採用 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

64.7  

76.5  

41.2  

35.3  

23.5  

58.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①指示・連絡・報告・相談の体制 

②利用者の家族に対する定期的な情報提供 

③情報公開仕組み 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 
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④危機管理 

 

 

⑤個人情報保護 

 

(２) サービス提供のプロセス 

①利用希望者への対応 

 

 

  

64.7  

64.7  

41.2  

70.6  

52.9  

52.9  

35.3  

35.3  

58.8  

29.4  

47.1  

47.1  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①災害・緊急時の対策 

②施設や設備の安全点検及び危険箇所への対処 

③ケガや急病に対する救護対策 

④衛生管理（感染症の拡大防止） 

⑤衛生管理（食中毒の防止） 

⑥ケガや事故の再発防止 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

70.6  

82.4  

64.7  

76.5  

29.4  

17.6  

35.3  

23.5  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①守秘義務の研修 

②守秘義務のための取り組み 

③個人情報利用の利用者への説明 

④プライバシーの確保 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

70.6  

58.8  

41.2  

29.4  

41.2  

58.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①見学者の受け入れ、分かりやすい説明対応 

②重要事項に関する書面による同意 

③説明資料の読みやすさ 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 
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②計画作成・見直し 

 

 

③サービスの標準化 

 

 

④苦情解決 

 

 

⑤利用者の家族に対するサポート 

 

 

  

47.1  

29.4  

47.1  

52.9  

64.7  

47.1  

0.0  

5.9  

5.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①子どもや保護者の意見を反映した計画作成 

②利用書への計画説明及び同意 

③実施計画の定期的な見直し 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

29.4  

41.2  

64.7  

47.1  

5.9  

11.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①個々のサービスに応じたマニュアル作成 

②新人職員に対する実地指導 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

23.5  

82.4  

29.4  

64.7  

17.6  

70.6  

11.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①苦情の受付体制、職員への周知、サービスへの反映 

②苦情の迅速な解決 

③苦情に関する情報共有 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

52.9  47.1  0.0  
0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①保護者からの相談対応 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 
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⑥人権の尊重 

 

 

⑦地域との連携・交流 

 

 

(３) サービスの内用 

①基本原則 

 

 

②コミュニケーション 

 
 

  

41.2  

64.7  

58.8  

35.3  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①虐待防止のための具体的な仕組み 

②家庭等の虐待兆候の早期発見及び見守り 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

52.9  

29.4  

41.2  

35.3  

64.7  

52.9  

11.8  

5.9  

5.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①施設外での活動範囲を広げるための取り組み 

②ボランティア・実習生に対する事前説明 

③関係諸機関・団体との連携のための取り組み 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

58.8  

47.1  

64.7  

41.2  

52.9  

35.3  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①子どもの主体的な活動の援助 

②子どもの状況や要望に応じた支援 

③提供したサービスの記録 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

58.8  

52.9  

41.2  

47.1  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①子どもの自己決定の促進・受け止め 

②子どもの人格や価値観を尊重した対応 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 
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③相談等の援助 

 

 

④健康管理 

 

 

⑤自傷他害への対応 

 

 

  

47.1  

52.9  

52.9  

47.1  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①子どもからの相談対応 

②子どもの生活状況の把握、 

職員間の情報共有、支援への反映 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

52.9  

76.5  

35.3  

47.1  

23.5  

64.7  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①適切な服薬管理 

②子どものケガや急病時の対応及び報告 

③アレルギー疾患への配慮 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

29.4  

29.4  

64.7  

70.6  

5.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①自傷、他害、物損などに対する適切な対応 

②専門家の協力を得た支援方法の工夫 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 
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⑥活動 

 

 

⑦おやつの提供 

 

 

⑧施設環境 

 

 

⑨来所・帰宅 

 

  

35.3  

52.9  

52.9  

47.1  

47.1  

47.1  

64.7  

47.1  

47.1  

52.9  

52.9  

52.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①活動メニューの多様性や、子どもが選んで参加でき

る仕組み 

②子どもが自由に遊べる時間の確保 

③学習活動を自主的に行える環境整備 

④子どもの豊かな人間関係が育つような配慮 

⑤互いに認め合い尊重し合える人間性が育つための

支援 

⑥障がいのある子どもが活動する際の支援 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

52.9  

47.1  

58.8  

47.1  

52.9  

41.2  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①質の高いおやつの提供 

②子どもの嗜好や成長に合わせたおやつの提供 

③おやつを楽しむことが出来るような配慮 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

29.4  

41.2  

41.2  

70.6  

58.8  

58.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①子どもが快適に生活するための施設環境の配慮 

②施設内の清掃・整理 

③安全に活動するための設備・備品への配慮 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 

70.6  29.4  0.0  0.0  
0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

①子どもひとりでの来所・帰宅に対する安全指導 

優れた取組ができている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答 
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３.利用者調査の結果 

利用者調査について、全回答者の単純集計の結果は以下のとおりである。 

 

(１) 利用しているクラブの組織と運営について 

［◆保護者◆］   回答者数＝1,127 件   

 

 

  

84.1% 

65.7% 

85.6% 

80.7% 

82.5% 

73.8% 

14.6% 

29.9% 

12.5% 

17.3% 

15.7% 

21.9% 

1.1% 

3.8% 

1.8% 

1.8% 

1.2% 

3.9% 

0.3% 

0.5% 

0.1% 

0.3% 

0.5% 

0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 

② 支援員の専門的知識や技術 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 

④ クラブ内の清掃・整理 

⑤ 個人情報の保護・取扱 

⑥ 学校との連携や情報交換 

はい どちらともいえない いいえ 無回答 
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(２) サービス提供の手順について ［◆保護者◆］   回答者数＝1,127 件   

 

 

 

(３) 子どもの発達援助について ［◆保護者◆］   回答者数＝1,127 件   

 

  

89.0% 

70.2% 

68.3% 

83.2% 

82.1% 

9.7% 

24.0% 

24.0% 

12.9% 

14.8% 

1.0% 

5.4% 

7.5% 

3.8% 

3.0% 

0.4% 

0.4% 

0.2% 

0.1% 

0.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 

② 支援員同士の情報共有 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 

④ 支援員への相談のしやすさ 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 

はい どちらともいえない いいえ 無回答 

79.5% 

79.1% 

72.6% 

74.2% 

95.1% 

86.4% 

80.7% 

64.2% 

18.2% 

18.7% 

22.4% 

23.2% 

4.1% 

11.7% 

17.0% 

32.0% 

2.1% 

1.9% 

4.8% 

2.5% 

0.6% 

1.5% 

2.0% 

1.2% 

0.2% 

0.4% 

0.3% 

0.2% 

0.2% 

0.4% 

0.4% 

2.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

① おやつへの工夫 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つよう

な配慮 

③ 学習活動を自主的に行える環境 

④ 生活習慣が身につくような配慮 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 

はい どちらともいえない いいえ 無回答 
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(４) サービスの提供の手順および発達援助について 

［◇児童◇］   回答者数＝1,127 件   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.4% 
18.0% 

1.4% 

1.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

① おやつのおいしさ 

おいしい どちらともいえない おいしくない 無回答 

72.8% 
22.5% 

3.3% 

1.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

② へややといれのきもちよさ 

きもちよくつかえる どちらともいえない きもちよくつかえない 無回答 

78.3% 
18.2% 

2.3% 

1.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

③ クラブのたのしさ 

たのしい どちらともいえない たのしくない 無回答 

66.6% 
28.3% 

2.9% 

2.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

④ こまったことやいやなことが 

あったときの先生のたいおう 

かんがえてくれた どちらともいえない かんがえてくれなかった 無回答 

66.7% 
29.9% 

2.1% 

1.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 

わかってくれる どちらともいえない わかってくれない 無回答 
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４. 児童育成クラブ安全・安心メールについて 

利用者調査の結果から、児童育成クラブ安全・安心メールの利用状況および満足しているかについての 

単純集計結果は以下のとおりである。 

 

(１) 児童育成クラブ安全・安心メールの利用状況および満足度について 

［◆保護者◆］   回答者数＝1,127 件   

 

 

 

  

登録しており、満足

している 
92.2% 

登録しているが、 

満足していない 
4.8% 

登録していない 
2.9% 無回答 

0.1% 

登録しており、満足している 登録しているが、満足していない 登録していない 無回答 

n=1,127 
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５.クラブ別評価結果 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 浦安小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社日本デイケアセンター 

クラブの所在地 浦安市猫実四丁目 9 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-351-1990 Ｆ Ａ Ｘ 047-351-1990 

当該クラブの運営開始日 平成 16 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 98 人 利 用 者 数 96 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 6 人 うち、男性 1 人 うち、女性 5 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 8 人 うち、男性 1 人 うち、女性 7 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 2 人 

幼稚園以 
外の教諭 4 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

児童の自主性を尊重できるような環境作り、行事の組立を行い、様々な人と関わ

る中で自分とは異なる考え方に触れ、お互いに相手を認められるような関係作りや

支援を心がけています。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 
毎日のミーティングを行い、情報

共有を図っています。 
また、前日の出来事や研修などの

フィードバックを行い、保育に生か
せるようにしています。 

全体に情報が伝わっていない場合
があるため、ミーティングの記録をと
り、全員に周知できるようにしていま
す。日々の児童との関わりや研修、ミ
ーティングなどから様々な情報を得
て、体験することで支援員、個人個人
の資質を高めていきます。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 

アンケートをとり、保護者の方々

や児童の考えを知り、保育に生かせ

るようにしています。 

関係諸機関や地域の方々との連

携をより密にし、充実した保育内容

にしていきます。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

研修や学校での様子などを考慮

しながら、支援方法をミーティング

で話し合い、対応するようにしてい

ます。 

児童が安心・安全に過ごすことが

できる環境を確保するとともに、支

援員は研修に参加するなどして、充

実した支援が出来るように努めて

いきます。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 



 

32 

 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ｂ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 

 

  

0 

1 

2 

3 

4 

１ 

運
営 

２ 

人
事 

３ 

情
報 

４ 

危
機
管
理 

５ 

個
人
情
報
保
護 

１ 

利
用
希
望
者
へ
の
対
応 

２ 

計
画
作
成
・
見
直
し 

３ 

サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化 

４ 

苦
情
解
決 

５ 

利
用
者
の
家
族
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト 

６ 

人
権
の
尊
重 

７ 

地
域
と
の
連
携
・
交
流 

１ 

基
本
原
則 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

３ 

相
談
等
の
援
助 

４ 

健
康
管
理 

５ 

自
傷
他
害
へ
の
対
応 

６ 

活
動 

７ 

お
や
つ
の
提
供 

８ 

施
設
環
境 

９ 

来
所
・
帰
宅 

クラブ平均 浦安小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

15 

2 
0 0 0 

12 

4 

1 0 0 

11 

6 

0 0 0 
0 

5 

10 

15 

A B C D E A B C D E A B C D E 

Ⅰ．組織と運営 Ⅱ．サービス提供

のプロセス 

Ⅲ．サービスの 

内容 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｃ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｃ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｃ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 67.3% 1.9% 84.1% 1.1%   95.7% 0.0% ▼28.4% 

② 支援員の専門的知識や技術 32.7% 15.4% 65.7% 3.8%   59.6% 8.5% ▼26.9% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 57.7% 5.8% 85.6% 1.8%   93.6% 2.1% ▼35.9% 

④ クラブ内の清掃・整理 34.6% 17.3% 80.7% 1.8%   55.3% 6.4% ▼20.7% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 65.4% 3.8% 82.5% 1.2%   78.7% 2.1% ▼13.3% 

⑥ 学校との連携や情報交換 40.4% 15.4% 73.8% 3.9%   63.8% 12.8% ▼23.4% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 71.2% 1.9% 89.0% 1.0%   91.5% 0.0% ▼20.3% 

② 支援員同士の情報共有 38.5% 23.1% 70.2% 5.4%   57.4% 14.9% ▼19.0% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 34.6% 23.1% 68.3% 7.5%   68.1% 10.6% ▼33.5% 

④ 支援員への相談のしやすさ 53.8% 13.5% 83.2% 3.8%   72.3% 10.6% ▼18.5% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 57.7% 13.5% 82.1% 3.0%   74.5% 8.5% ▼16.8% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 73.1% 3.8% 79.5% 2.1%   74.5% 2.1% ▼1.4% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 59.6% 1.9% 79.1% 1.9%   76.6% 4.3% ▼17.0% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 65.4% 3.8% 72.6% 4.8%   61.7% 12.8% △3.7% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 53.8% 1.9% 74.2% 2.5%   74.5% 6.4% ▼20.6% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 86.5% 3.8% 95.1% 0.6%   95.7% 2.1% ▼9.2% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 71.2% 1.9% 86.4% 1.5%   93.6% 0.0% ▼22.5% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 57.7% 3.8% 80.7% 2.0%   76.6% 12.8% ▼18.9% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 53.8% 1.9% 64.2% 1.2%   70.2% 0.0% ▼16.4% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 55.8% 9.6% 79.4% 1.4%   61.7% 2.1% ▼5.9% 

② へややといれのきもちよさ 46.2% 17.3% 72.8% 3.3%   61.7% 6.4% ▼15.5% 

③ クラブのたのしさ 57.7% 1.9% 78.3% 2.3%   72.3% 2.1% ▼14.6% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 55.8% 3.8% 66.6% 2.9%   68.1% 6.4% ▼12.3% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 63.5% 1.9% 66.7% 2.1%   63.8% 6.4% ▼0.4% 

3 

13 

1 0 0 

3 

12 

2 
0 0 

4 

13 

0 0 0 1 

14 

2 
0 0 

0 

5 

10 

15 

A B C D E A B C D E A B C D E A B C D E 

利用している 

クラブの 

組織と運営 

サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 南小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社日本デイケアセンター 

クラブの所在地 浦安市堀江五丁目 4 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-352-1697 Ｆ Ａ Ｘ 047-352-1697 

当該クラブの運営開始日 平成 22 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地内／小学校敷地外（分室） 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 203 人 利 用 者 数 175 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 5 人 うち、男性 3 人 うち、女性 2 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 2 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 14 人 うち、男性 0 人 うち、女性 14 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

児童が、のびのびと遊べる環境作りを意識し、楽しい場所での異年齢とのかかわりを 

通して、社会性を身に付けられるよう努めています。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 地域交流を目的とした「多世代交流」
を行事の一環として、近くの「デイサー
ビス」に行き、おじいちゃん、おばあち
ゃんとのかかわりをしていますが、毎年
喜んでいただいていることから、今後も
継続して交流していけるよう努めていき
たいと思います。 

利用者からの意見等、改善する点が
ある場合、改善の努力を全職員が的確
に行う事が出来るよう、ミーティング
等で具体的に伝えるだけではなく、ミ
ーティングの記録ノートをこまめに読
み返すよう伝え、改善に努めます。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 

・支援員の研修は可能な限り、参加す
るようにし、保育の大切さを学ぶ機
会が増えるよう努めています。 

 
・万が一、クレームが入った場合は 
早急に対応するよう、努めていま
す。 

利用者からの意見等改善する点が

ある場合、改善の努力をするよう全

職員に伝達するよう努めているが、

支援計画の見直しが定期的に行えて

なかったので、今後は定期的に出来

るよう考慮していきます。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

・児童一人、一人の気持ちに寄り添い
保育するよう、努めています。 

 
・アレルギー児童に対しては、保護
者との連携を強め、2 人以上の支
援員でおやつの提供、見守りに努
めています。 

支援員によっては、時と場合によ

り言葉遣いが荒くなってしまう時も

みられるので、感情的になって叱る

ことのないよう、常に一人一人が意

識して保育していきます。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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クラブ平均 南小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｃ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 75.3% 0.0% 84.1% 1.1%   82.1% 0.0% ▼6.7% 

② 支援員の専門的知識や技術 45.2% 8.2% 65.7% 3.8%   55.1% 5.1% ▼9.9% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 61.6% 8.2% 85.6% 1.8%   79.5% 3.8% ▼17.8% 

④ クラブ内の清掃・整理 63.0% 6.8% 80.7% 1.8%   61.5% 2.6% △1.5% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 74.0% 4.1% 82.5% 1.2%   69.2% 6.4% △4.7% 

⑥ 学校との連携や情報交換 49.3% 11.0% 73.8% 3.9%   65.4% 3.8% ▼16.1% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 75.3% 1.4% 89.0% 1.0%   84.6% 1.3% ▼9.3% 

② 支援員同士の情報共有 49.3% 16.4% 70.2% 5.4%   62.8% 10.3% ▼13.5% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 43.8% 23.3% 68.3% 7.5%   60.3% 15.4% ▼16.4% 

④ 支援員への相談のしやすさ 63.0% 11.0% 83.2% 3.8%   78.2% 3.8% ▼15.2% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 57.5% 5.5% 82.1% 3.0%   64.1% 5.1% ▼6.6% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 68.5% 2.7% 79.5% 2.1%   61.5% 3.8% △7.0% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 54.8% 5.5% 79.1% 1.9%   70.5% 3.8% ▼15.7% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 41.1% 20.5% 72.6% 4.8%   65.4% 7.7% ▼24.3% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 52.1% 11.0% 74.2% 2.5%   60.3% 6.4% ▼8.2% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 91.8% 0.0% 95.1% 0.6%   88.5% 1.3% △3.3% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 79.5% 5.5% 86.4% 1.5%   78.2% 3.8% △1.2% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 60.3% 2.7% 80.7% 2.0%   64.1% 5.1% ▼3.8% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 39.7% 0.0% 64.2% 1.2%   38.5% 0.0% △1.3% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 83.6% 2.7% 79.4% 1.4% ↑ 76.9% 2.6% △6.6% 

② へややといれのきもちよさ 69.9% 4.1% 72.8% 3.3%   69.2% 5.1% △0.6% 

③ クラブのたのしさ 76.7% 2.7% 78.3% 2.3%   74.4% 2.6% △2.4% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 61.6% 4.1% 66.6% 2.9%   64.1% 2.6% ▼2.5% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 67.1% 0.0% 66.7% 2.1% ↑ 56.4% 3.8% △10.7% 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 北部小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 ＮＰＯ法人 ワーカーズコープ 

クラブの所在地 浦安市北栄三丁目 20 番 3 号 

クラブの連絡先 電   話 047-351-1782 Ｆ Ａ Ｘ 047-351-1782 

当該クラブの運営開始日 平成 22 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地外 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 200 人 利 用 者 数 175 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 14 人 うち、男性 9 人 うち、女性 5 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 5 人 

非常勤 
職員数 8 人 うち、男性 1 人 うち、女性 7 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 2 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・子どもの自主性、主体的に行動できる子どもに育てたい。また、自己管理できる子どもになって
ほしい。 

・子どもたちの自主性を育むために子ども主体の運営会を進めていきたい。 

・支援員を核に子どもと保護者とともに、地域住民とともにクラブを創り上げていきたい。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 支援員一人ひとりが経営者として、運営に責任を
持っている。毎日のミーティングや毎月の会議にお
いて話し合いや情報の共有を頻繁に行い、保育に活
かすようにしている。 
また、同事業者３クラブが連携して危機管理マニ

ュアルなどの研修を行うことで、運営体制を整えて
いる。それと共に、ほぼ毎月合同で研修会を行い、
学びを深めるとともに支援員同士で情報交換を行
っている。 

支援員が保護者、学校、地域の連携をはかり一緒

に子どもを育てていけるように配慮している。 

支援員研修の内容をより実践的に充実すること

で、継続して働きやすい環境を整えていきたい。 

支援員全員が支援員認定講習にあるプロとして

のスキルと能力を高めるためにさらにレベルアッ

プに努めたい。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 子どもを中心に、子どもが主体的に行動できるよ
うな保育を目指している。自分たちで生活や遊びの
決まりを考えたり、行事においては、実行委員を立
て企画するところから子どもが参加できるように
してきた。運営においては、地域との連携で子育て
をしてもらうという視点から、ハローウィンやクリ
スマス時には、近隣の家庭や施設を訪問することで
学童の子どもたちとのふれあいをお願いした。ま
た、小学校とは、毎日のように教頭先生と合い、日々
の情報交換を行い、学校を一体となって、子どもの
支援を行っている。保護者が安心して仕事ができる
ようにクラブも支えていく。 

近隣の自治会の方、幼保育園、福祉
施設などの地域の方々と、より関わり
が深くできるように交流を深めてい
きたい。そのことによって、子ども自
身が地域の方々に見守られながら大
切に育てられているという実感を持
てるようにしたい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 
クラブは第二の家庭と考え、子ども

達にとって安心できる居場所になるよ
うにと考えている。季節や伝統行事を
大切にしながら、子ども達と共に自主
性、自発性、創造性を育てるような行
事を企画、実行している。 
おやつに関しては、アレルギー児童

に対しては、全職員の注意がいくよう
にミーティング等で常に意識付けをし
ている。 

遊びや生活の中で、異学年、支援児
がこだわりなく結びつくことできる
工夫していきたい。子ども達が精一杯
過ごせる場の環境づくりをさらに強
化していきたい。行事においては、子
どもの自主性、参加意識を高める場を
増やしていきたい。興味・関心に合う
レベルや内容を一緒に選び、実践を積
み重ねることで、保護者と共に子ども
の成長を喜び合えるようになりたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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来
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クラブ平均 北部小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ｂ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ｂ 

（Ｂ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｃ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 76.7% 4.9% 84.1% 1.1%   59.4% 5.9% △17.3% 

② 支援員の専門的知識や技術 56.3% 9.7% 65.7% 3.8%   36.6% 19.8% △19.7% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 78.6% 4.9% 85.6% 1.8%   53.5% 10.9% △25.2% 

④ クラブ内の清掃・整理 80.6% 1.0% 80.7% 1.8%   79.2% 2.0% △1.4% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 72.8% 2.9% 82.5% 1.2%   63.4% 3.0% △9.4% 

⑥ 学校との連携や情報交換 75.7% 1.9% 73.8% 3.9% ↑ 64.4% 6.9% △11.4% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 87.4% 1.9% 89.0% 1.0%   64.4% 5.0% △23.0% 

② 支援員同士の情報共有 61.2% 9.7% 70.2% 5.4%   33.7% 16.8% △27.5% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 68.0% 10.7% 68.3% 7.5%   56.4% 11.9% △11.5% 

④ 支援員への相談のしやすさ 80.6% 6.8% 83.2% 3.8%   62.4% 5.9% △18.2% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 84.5% 3.9% 82.1% 3.0% ↑ 65.3% 7.9% △19.1% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 68.9% 6.8% 79.5% 2.1%   66.3% 2.0% △2.6% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 68.9% 5.8% 79.1% 1.9%   51.5% 6.9% △17.4% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 75.7% 3.9% 72.6% 4.8% ↑ 60.4% 5.9% △15.3% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 68.9% 2.9% 74.2% 2.5%   47.5% 6.9% △21.4% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 94.2% 0.0% 95.1% 0.6%   92.1% 1.0% △2.1% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 88.3% 1.9% 86.4% 1.5% ↑ 75.2% 4.0% △13.1% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 70.9% 4.9% 80.7% 2.0%   51.5% 9.9% △19.4% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 76.7% 1.9% 64.2% 1.2% ↑ 59.4% 3.0% △17.3% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 68.9% 4.9% 79.4% 1.4%   71.3% 3.0% ▼2.4% 

② へややといれのきもちよさ 69.9% 1.9% 72.8% 3.3%   65.3% 5.9% △4.6% 

③ クラブのたのしさ 68.9% 4.9% 78.3% 2.3%   72.3% 5.0% ▼3.3% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 66.0% 4.9% 66.6% 2.9%   62.4% 5.9% △3.6% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 68.9% 2.9% 66.7% 2.1% ↑ 57.4% 7.9% △11.5% 
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子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 見明川小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 社会福祉法人わかみや福祉会 

クラブの所在地 浦安市弁天三丁目 1 番 2 号 

クラブの連絡先 電   話 047-351-1633 Ｆ Ａ Ｘ 047-351-1633 

当該クラブの運営開始日 平成 24 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 120 人 利 用 者 数 105 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 6 人 うち、男性 4 人 うち、女性 2 人 

有資格者数 保育士 3 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

非常勤 
職員数 4 人 うち、男性 0 人 うち、女性 4 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・保護者と職員が力をあわせ、児童により良い環境を作る。 
・保護者が安心して働くことができるよう、保育の充実をめざす。 
・子育て相談機関としての役割を自覚し、地域に開かれた学童保育をめざす。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 保育園運営実績も踏まえながら社会福祉法
人としての組織作りをしっかりと行っている。

職員間の連絡・連携及び、情報交換も日々細や
かかつ丁寧に行っている。どんな場合も利用者
の意見や思いに寄り添った対応を心がけてい

る。また、個人情報保護を遵守し、法人として
必要に応じて情報の公開を行っている。 

定期的に保護者会を行っているの
で、その時の議題に応じたアンケート
を実施し、運営や保育に反映できるよ
うなにしていく。 

研修の機会を増やし、保育の充実を
目指していく。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 利用希望者の方には、随時見学や相談の対
応・説明を行っている。出来るだけ利用者のニ

ーズに応えられるよう同法人の保育園や児童
育成クラブと情報を共有しながら、保育の質を
高められるよう努力している。また、子どもの

人権を尊重し、一人ひとりの思いを受け止め、
愛情を持った関わりを行っている。 

支援が必要な子どもや家庭環境が複雑で

日々の生活に影響している子どもには、小学校
と連携をとり、虐待等の早期発見や問題解決、
心のケアに努めている。 

記録やマニュアルに関しては、時代

に即した物に見直し、職員に周知徹底

を図る。 

地域行事や他学童との交流会の機

会を増やしていく。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

子ども一人ひとりの自主性を尊重

しながら、計画や見通しを持って遊び

や行事、活動に取り組んでいる。気に

なる児童や支援児には、学校との連携

を密にし、その子に添った対応をして

いる。おやつや行事は、子ども達が主

体となってできるものも用意し、より

楽しめるようにしている。 

おやつや行事は現状で満足するこ

となく、より子ども達が楽しめるよう

なものを提供していく。児童数が増加

傾向にあるので、施設の環境整備や安

全面に気をつけ、一人ひとりが快適に

過ごせるようにしていく。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 見明川小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ｂ 

（Ｂ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ｂ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ｂ 

（Ｂ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ａ 

（Ａ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ａ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ａ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 85.7% 3.6% 84.1% 1.1% ↑ 84.3% 5.9% △1.4% 

② 支援員の専門的知識や技術 83.9% 3.6% 65.7% 3.8% ↑ 76.5% 2.0% △7.5% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 96.4% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 98.0% 0.0% ▼1.6% 

④ クラブ内の清掃・整理 83.9% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 82.4% 0.0% △1.6% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 87.5% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 92.2% 0.0% ▼4.7% 

⑥ 学校との連携や情報交換 91.1% 1.8% 73.8% 3.9% ↑ 84.3% 2.0% △6.8% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 92.9% 1.8% 89.0% 1.0% ↑ 92.2% 2.0% △0.7% 

② 支援員同士の情報共有 89.3% 3.6% 70.2% 5.4% ↑ 80.4% 0.0% △8.9% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 82.1% 5.4% 68.3% 7.5% ↑ 70.6% 5.9% △11.6% 

④ 支援員への相談のしやすさ 91.1% 1.8% 83.2% 3.8% ↑ 84.3% 5.9% △6.8% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 89.3% 1.8% 82.1% 3.0% ↑ 86.3% 0.0% △3.0% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 92.9% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 96.1% 0.0% ▼3.2% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 89.3% 1.8% 79.1% 1.9% ↑ 86.3% 0.0% △3.0% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 89.3% 1.8% 72.6% 4.8% ↑ 84.3% 3.9% △5.0% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 89.3% 1.8% 74.2% 2.5% ↑ 88.2% 2.0% △1.1% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 100.0% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 98.0% 0.0% △2.0% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 85.7% 1.8% 86.4% 1.5%   78.4% 3.9% △7.3% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 91.1% 1.8% 80.7% 2.0% ↑ 86.3% 2.0% △4.8% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 69.6% 0.0% 64.2% 1.2% ↑ 76.5% 0.0% ▼6.8% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 94.6% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 80.4% 0.0% △14.3% 

② へややといれのきもちよさ 73.2% 5.4% 72.8% 3.3% ↑ 80.4% 0.0% ▼7.2% 

③ クラブのたのしさ 87.5% 1.8% 78.3% 2.3% ↑ 86.3% 0.0% △1.2% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 71.4% 0.0% 66.6% 2.9% ↑ 64.7% 2.0% △6.7% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 71.4% 1.8% 66.7% 2.1% ↑ 62.7% 2.0% △8.7% 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 富岡小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 社会福祉法人 浦安市社会福祉協議会 

クラブの所在地 浦安市富岡一丁目 1 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-352-7400 Ｆ Ａ Ｘ 047-352-7400 

当該クラブの運営開始日 平成 28 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 80 人 利 用 者 数 74 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 5 人 うち、男性 1 人 うち、女性 4 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

非常勤 
職員数 3 人 うち、男性 0 人 うち、女性 3 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

児童育成クラブは、「１人ひとりが主役となれる場」、「異年齢児による遊びを通じ、社
会性・自主性を育てる場」、「安心して楽しく育てる場」をモットーに子どもとの信頼関
係を築けるよう保育に努めている。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 ・本会で運営を受託している東野小学校
地区児童育成クラブとの連携や共同事
業の実施。 

・怪我が起きた際の「対応マニュアル」
や「嘔吐物処理のマニュアル」を作成
し役割分担やシミュレーションを行っ
ている。 

・全支援員が参加できるよう講師を招
いた研修会を実施し、支援員個々の
意識を高め、資質の向上に努めた
い。 

・今年度からの運営受託であるため、
子ども、保護者、支援員間の信頼関
係の構築に今後も努める。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 ・入会説明会の際には、児童にも子ど
も用の「生活のしおり」を作成し、
ミニ説明会を実施している。 

・いつでも保護者が相談できるように
日頃から保護者とのコミュニケー
ションを心がけ、話しやすい雰囲気
を作っている。 

・地域資源(人と施設)を活用した地域
と連携した活動を行っている。 

・一人帰り児童の保護者の意見は、
支援員との接点が少ないため、意
見を反映することが難しく課題
である。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

・各児童室に配置された子どもの様
子をよく視診し、子どもに異変が
起こった際には迅速に対応して
いる。 

・学校の協力関係により、校庭で子
どもたちが元気いっぱいに体を
動かせる環境である。 

・子どもの登所時間が遅い時は、時
間の使い方が難しく、遊びと宿題
のどちらを優先させるかが課題
である。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 富岡小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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内容 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 91.1% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 75.8% 0.0% △15.4% 

② 支援員の専門的知識や技術 71.1% 0.0% 65.7% 3.8% ↑ 57.6% 0.0% △13.5% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 86.7% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 78.8% 3.0% △7.9% 

④ クラブ内の清掃・整理 91.1% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 100.0% 0.0% ▼8.9% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 93.3% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 75.8% 3.0% △17.6% 

⑥ 学校との連携や情報交換 71.1% 2.2% 73.8% 3.9%   57.6% 6.1% △13.5% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 95.6% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 84.8% 3.0% △10.7% 

② 支援員同士の情報共有 77.8% 4.4% 70.2% 5.4% ↑ 69.7% 6.1% △8.1% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 71.1% 2.2% 68.3% 7.5% ↑ 63.6% 6.1% △7.5% 

④ 支援員への相談のしやすさ 93.3% 0.0% 83.2% 3.8% ↑ 72.7% 3.0% △20.6% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 80.0% 0.0% 82.1% 3.0%   75.8% 3.0% △4.2% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 82.2% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 69.7% 0.0% △12.5% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 88.9% 0.0% 79.1% 1.9% ↑ 66.7% 6.1% △22.2% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 68.9% 6.7% 72.6% 4.8%   63.6% 9.1% △5.3% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 77.8% 0.0% 74.2% 2.5% ↑ 78.8% 3.0% ▼1.0% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 97.8% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 97.0% 0.0% △0.8% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 86.7% 0.0% 86.4% 1.5% ↑ 84.8% 0.0% △1.8% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 88.9% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 84.8% 6.1% △4.0% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 66.7% 0.0% 64.2% 1.2% ↑ 66.7% 0.0%   

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 86.7% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 87.9% 3.0% ▼1.2% 

② へややといれのきもちよさ 68.9% 2.2% 72.8% 3.3%   75.8% 3.0% ▼6.9% 

③ クラブのたのしさ 82.2% 4.4% 78.3% 2.3% ↑ 87.9% 3.0% ▼5.7% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 68.9% 0.0% 66.6% 2.9% ↑ 78.8% 6.1% ▼9.9% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 62.2% 0.0% 66.7% 2.1%   81.8% 3.0% ▼19.6% 
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利用している 

クラブの 

組織と運営 

サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 美浜南小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社セリオ 

クラブの所在地 浦安市美浜三丁目 15 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-350-6624 Ｆ Ａ Ｘ 047-350-6624 

当該クラブの運営開始日 平成 28 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 70 人 利 用 者 数 57 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 4 人 うち、男性 1 人 うち、女性 3 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

非常勤 
職員数 4 人 うち、男性 0 人 うち、女性 4 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

児童、保護者共に安心、安全に利用できるように安全管理に務めている。児童が楽しい、また来
たいと思えるクラブにするために支援員が一丸となりサービスの向上に努めている。保護者との関
係を大切にしその為に児童だけではなく支援員も楽しむことが出来る職場環境づくりを心掛けて
いる。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 市や学校及び運営本部との報告･連絡･相談体
制を整え、支援員間も同様に徹底している。 
日常のコミュニケーションを欠かさず、全員

が同じ姿勢で児童と接するよう努めている。 
ケガを未然に防げるよう施設の安全点検を欠

かさず、危険個所については早急に市に報告し
修繕するよう努めている。 
個人情報の含まれる書類については、鍵付き

書庫に入れ厳重な管理を徹底している。 

学校との報告・連絡･相談体制をより一層強

化する為に、定期的且つ積極的なコミュニケ
ーションがとれるよう努めていく。 
おたよりでの活動報告だけでなく、お迎え

時等保護者が見られる場所に児童の写真等を
掲示し、開かれた施設にするよう工夫を続け
ていく。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 保護者からの相談にいつでも応えられるよ
う受け入れ体制を整えている。苦情について
はすべて支援員全員に周知・情報共有し、可
能な限り迅速に対応し信用回復に努めてい
る。 
入会希望者見学の際、保護者の希望を最優

先として対応し、丁寧な説明を心がけている。 
新規採用支援員に対しては、施設の概要や

一日の流れ・業務内容・児童の様子等細かく
説明し、慣れるまでの間は全員でサポートし
ている。 

１年間で築き上げてきた保護者との関係を

更に深められるようお迎え時等のコミュニケ

ーションを欠かさず、普段なかなか会えない

保護者とも交流できる機会を設けられるよう

取り組む。 

地域との関わりを広げられるよう、積極

的に地域行事に参加したり、ボランティア

を受け入れる等受身ではなく自発的に動

き、協力関係を築いていく。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

おたよりを毎月発行し行事カレンダーや保

護者へのお願い事項等を記載。写真やコメン

トも掲載し、クラブでの児童の様子を知って

もらえるよう工夫している。各種行事も児童

の要望を取り入れ、内容工夫に努めている。 

アレルギーについては児童毎に対応表を作

り、提供前のダブルチェックを徹底。提供時

も必ず２人以上の支援員で確認を行い対応し

ている。おやつのメニューも工夫し、季節に

応じたメニューを取り入れている。 

社会見学や演劇鑑賞等施設外での行事を増

やし、集団での移動や縦割り班での行動を通

して社会性・協調性を培う機会を設ける。 

児童のニーズに応えて、今年度大好評のス

ポーツイベントの内容を更に充実させ、人気

があるものについては定期的に実施していき

たい。 

おやつやイベント等についてのアンケート

をとり、児童の声を今後の育成に更に活かし

ていく。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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3 

4 

１ 

運
営 

２ 

人
事 

３ 

情
報 

４ 

危
機
管
理 

５ 

個
人
情
報
保
護 

１ 

利
用
希
望
者
へ
の
対
応 

２ 

計
画
作
成
・
見
直
し 

３ 

サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化 

４ 

苦
情
解
決 

５ 

利
用
者
の
家
族
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト 

６ 

人
権
の
尊
重 

７ 

地
域
と
の
連
携
・
交
流 

１ 

基
本
原
則 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

３ 

相
談
等
の
援
助 

４ 

健
康
管
理 

５ 

自
傷
他
害
へ
の
対
応 

６ 

活
動 

７ 

お
や
つ
の
提
供 

８ 

施
設
環
境 

９ 

来
所
・
帰
宅 

クラブ平均 美浜南小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 69.2% 0.0% 84.1% 1.1%   51.4% 2.9% △17.8% 

② 支援員の専門的知識や技術 48.7% 2.6% 65.7% 3.8%   48.6% 11.4% △0.1% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 82.1% 0.0% 85.6% 1.8%   62.9% 5.7% △19.2% 

④ クラブ内の清掃・整理 66.7% 2.6% 80.7% 1.8%   71.4% 2.9% ▼4.8% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 79.5% 0.0% 82.5% 1.2%   62.9% 0.0% △16.6% 

⑥ 学校との連携や情報交換 64.1% 10.3% 73.8% 3.9%   68.6% 0.0% ▼4.5% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 76.9% 2.6% 89.0% 1.0%   68.6% 2.9% △8.4% 

② 支援員同士の情報共有 69.2% 0.0% 70.2% 5.4%   62.9% 14.3% △6.4% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 61.5% 10.3% 68.3% 7.5%   57.1% 20.0% △4.4% 

④ 支援員への相談のしやすさ 74.4% 0.0% 83.2% 3.8%   60.0% 0.0% △14.4% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 69.2% 7.7% 82.1% 3.0%   62.9% 2.9% △6.4% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 61.5% 5.1% 79.5% 2.1%   60.0% 5.7% △1.5% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 61.5% 2.6% 79.1% 1.9%   40.0% 5.7% △21.5% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 59.0% 7.7% 72.6% 4.8%   62.9% 8.6% ▼3.9% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 51.3% 2.6% 74.2% 2.5%   51.4% 8.6% ▼0.1% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 92.3% 2.6% 95.1% 0.6%   80.0% 0.0% △12.3% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 79.5% 0.0% 86.4% 1.5%   74.3% 8.6% △5.2% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 79.5% 0.0% 80.7% 2.0%   60.0% 5.7% △19.5% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 51.3% 2.6% 64.2% 1.2%   48.6% 5.7% △2.7% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 71.8% 0.0% 79.4% 1.4%   88.6% 0.0% ▼16.8% 

② へややといれのきもちよさ 59.0% 0.0% 72.8% 3.3%   71.4% 5.7% ▼12.5% 

③ クラブのたのしさ 66.7% 5.1% 78.3% 2.3%   71.4% 0.0% ▼4.8% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 59.0% 2.6% 66.6% 2.9%   48.6% 0.0% △10.4% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 48.7% 7.7% 66.7% 2.1%   45.7% 5.7% △3.0% 
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サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 東小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 東小学校地区児童育成クラブ運営委員会 

クラブの所在地 浦安市猫実一丁目 11 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-350-4424 Ｆ Ａ Ｘ 047-350-4424 

当該クラブの運営開始日 平成 21 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校敷地内／その他（分室） 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 198 人 利 用 者 数 162 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 10 人 うち、男性 2 人 うち、女性 8 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

非常勤 
職員数 10 人 うち、男性 2 人 うち、女性 8 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

大きな怪我に注意しながらも、児童が全力で遊びに取り組めるクラブであることを目標としてい
ます。異なる学年の児童が同じ時間を過ごすことが出来るのが育成クラブの良さなので、支援員も
児童同士の関係を大切にして、サポートするように心がけています。また、本室と分室が離れて設
置されていますが、サービスに差が出ないように気を付けています。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 東小学校地区児童育成クラブは運営委員会を保
護者が組織し運営を行っていることから、支援員
への連絡や説明、また反対に支援員から運営委員
会へ意見や提案がしやすい環境であると考えてい
ます。運営委員会が全員、働いている保護者で組
織されているので、クラブに来て話をする、会議
に出席するなど保護者としては大変な部分もあり
ますが、保護者の意見がそのままクラブに反映さ
れる事はとても良い点かと思っています。 

仕事が忙しく、運営になかなか参加できない

という保護者の方は年々増えています。しかし
ながら、保護者の意見が直接反映されること
は、他にはない良いところだと考えていますの

で、保護者の負担は最小限に、保護者同士の交
流や保護者が企画・参加する行事などは可能な
限りしていきたいと思います。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 見学者は随時受け入れ、保護者への
説明等も文書で行っています。新人の
支援員には十分な研修をしていると
は言い難いですが、毎日の始まりと終
わりには反省会をして、日々成長でき
るようにしています。保護者からの苦
情・相談は支援員・運営どちらも受け
付けていて、検討がされたあと保護者
に通知がいくようにしています。 

新人に対する教育・研修について
は、今後十分な支援員数を確保した
後、必要に応じて行っていきたいと考
えています。 

苦情や相談については、受付先の運
営委員も保護者の方なので、支援員が
受け付けることも多いです。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

児童の主体的な活動を第一と考え、
それが可能な環境を作り、支援できる
ようにしています。遊びを通して児童
同士、または支援員と児童で関るの
で、児童との心の距離は近いと感じて
います。 

おやつは季節の行事に関係するこ
とが多いので、量や質と同様にその部
分も大切にしています。 

基本的にはクラブに来ている時間
のほとんどが自由な時間ですが、宿題
や自主学習を重視する保護者の方も
一定数います。児童一人一人が余裕を
持って学習時間をとれるようにして
いきたいと思っています。 

時間帯によって部屋を用途によっ
て使い分けています。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 東小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 

 

  

15 

2 
0 0 0 

12 

4 

1 0 0 

11 

6 

0 0 0 
0 

5 

10 

15 

A B C D E A B C D E A B C D E 

Ⅰ．組織と運営 Ⅱ．サービス提供
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内容 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ａ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 90.7% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 85.4% 0.0% △5.3% 

② 支援員の専門的知識や技術 66.7% 2.8% 65.7% 3.8% ↑ 77.7% 1.9% ▼11.0% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 95.4% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 95.1% 1.0% △0.2% 

④ クラブ内の清掃・整理 83.3% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 89.3% 1.9% ▼6.0% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 84.3% 0.9% 82.5% 1.2% ↑ 86.4% 0.0% ▼2.1% 

⑥ 学校との連携や情報交換 75.9% 0.9% 73.8% 3.9% ↑ 83.5% 1.0% ▼7.6% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 97.2% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 94.2% 0.0% △3.0% 

② 支援員同士の情報共有 79.6% 2.8% 70.2% 5.4% ↑ 74.8% 4.9% △4.9% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 78.7% 6.5% 68.3% 7.5% ↑ 70.9% 3.9% △7.8% 

④ 支援員への相談のしやすさ 92.6% 1.9% 83.2% 3.8% ↑ 95.1% 1.0% ▼2.6% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 89.8% 0.9% 82.1% 3.0% ↑ 93.2% 1.0% ▼3.4% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 88.9% 0.9% 79.5% 2.1% ↑ 90.3% 1.0% ▼1.4% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 84.3% 0.9% 79.1% 1.9% ↑ 91.3% 1.9% ▼7.0% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 72.2% 0.9% 72.6% 4.8%   71.8% 1.9% △0.4% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 73.1% 2.8% 74.2% 2.5%   75.7% 1.0% ▼2.6% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 98.1% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 97.1% 0.0% △1.1% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 90.7% 0.0% 86.4% 1.5% ↑ 87.4% 3.9% △3.4% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 85.2% 0.9% 80.7% 2.0% ↑ 87.4% 1.0% ▼2.2% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 62.0% 0.9% 64.2% 1.2%   58.3% 1.0% △3.8% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 85.2% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 84.5% 0.0% △0.7% 

② へややといれのきもちよさ 83.3% 1.9% 72.8% 3.3% ↑ 83.5% 0.0% ▼0.2% 

③ クラブのたのしさ 82.4% 1.9% 78.3% 2.3% ↑ 82.5% 0.0% ▼0.1% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 72.2% 3.7% 66.6% 2.9% ↑ 71.8% 0.0% △0.4% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 64.8% 3.7% 66.7% 2.1%   64.1% 1.0% △0.7% 
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保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 舞浜小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社ベネッセスタイルケア 

クラブの所在地 浦安市舞浜二丁目 1 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-352-3615 Ｆ Ａ Ｘ 047-352-3615 

当該クラブの運営開始日 平成 28 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 154 人 利 用 者 数 146 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 8 人 うち、男性 1 人 うち、女性 7 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

非常勤 
職員数 9 人 うち、男性 1 人 うち、女性 8 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

「よりよく生きる力」の基礎を育てる」 

いきいきと健やかに毎日を過ごし、自信と意欲をもって未来を生きる子どもを育てます。 

「子どもの学びと遊びのリズムを作る」ことをめざし、 

子どもがクラブも含めた小学校生活が楽しいと思えるように、支援します。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 全職員に、保育、安全衛生、個人情報、コミ
ュニケーションなどの研修を実施し、 
支援員・補助員のスキルアップを目標として

いる。現場の取り組みを本部職員がサポートし
てくれるとともに、他拠点での保育研修、横の
つながりによるプロジェクト活動（おやつ・運
動・など）の実施により、より良い保育ができ
る組織作りに力を入れている。 

組織的な職員の業務分担により、業
務がスムーズに行われることにより
事務作業、諸業務の時間削減、合理化
を図り、その分保育の充実化（子供と
の信頼関係構築、子供の成長をサポー
トする丁寧な保育、記録の充実）を目
指したい。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 より良い保育サービスを提供する
ためには、一人ひとりの職員の成長が
必要と考え、本部のサポート、研修等
を通じて職員のレベルアップを図っ
ています。また、入会前説明会、お便
りの配布、育成クラブ内での掲示を通
じて、保育内容の発信を図るととも
に、保護者との関係性も重視しており
ます。 

保護者、学校との関係性は良好では
ありますが、地域連携はまだまだ出来
ていません。移管初年度は育成クラブ
の運営を整えるのに注力したいたの
で、次年度以降は地域にも目を向け
て、サービスの幅を広げていくのを、
少しずつ取り組んでいきたいと考え
ています。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 子供一人一人の様子や問題を全職員で
共有し、考え、サポートしている。 
子どもの主体性を大切に運営にあた

り、子供に相談したり、子どもとどうし
たらよいかを考えたり、子供たちのやり
たい、したいをどう実現できるか子ども
たちと一緒に考えたりすることで自分た
ちの生活する場という意識を持ち、子供
一人一人が安心して、楽しく安全に生活
できる居場所の提供。そのことが、保護
者の安心した就労へのサービスにつなが
るという思いで今後もサービスを続けて
いきたい。子供の記録を重視することに
より、保護者への対応、職員の保育の参
考にしている。 

子どもの様子を、保護者にレポートす
ることの必要性。現在、迎え時の談話等
で可能なかぎりお伝えしているが、もっ
と多くの子供たちの日々の何気ない生活
や人間関係、成長を感じ取った瞬間をレ
ポートし、日々の事象をきちんとお伝え
し、子育てのサポートをすることが、保
護者の理解と安心を確保すると考える。 

対策として、連絡帳の活用を強化した
い。そのために職員の子どもを観る目や、
成長を感じ取る力の育成を図ることはも
ちろん、連絡帳に記入できる時間を作り
出す時間・業務の見直しを図りたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 舞浜小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ｂ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ｃ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ｂ 

（Ｂ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 87.1% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 82.1% 0.0% △5.0% 

② 支援員の専門的知識や技術 65.9% 2.4% 65.7% 3.8% ↑ 51.3% 6.4% △14.6% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 75.3% 3.5% 85.6% 1.8%   87.2% 1.3% ▼11.9% 

④ クラブ内の清掃・整理 84.7% 1.2% 80.7% 1.8% ↑ 78.2% 1.3% △6.5% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 82.4% 2.4% 82.5% 1.2%   84.6% 0.0% ▼2.3% 

⑥ 学校との連携や情報交換 71.8% 2.4% 73.8% 3.9%   85.9% 1.3% ▼14.1% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 84.7% 1.2% 89.0% 1.0%   84.6% 0.0% △0.1% 

② 支援員同士の情報共有 60.0% 3.5% 70.2% 5.4%   65.4% 3.8% ▼5.4% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 55.3% 4.7% 68.3% 7.5%   55.1% 5.1% △0.2% 

④ 支援員への相談のしやすさ 75.3% 5.9% 83.2% 3.8%   76.9% 2.6% ▼1.6% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 67.1% 4.7% 82.1% 3.0%   76.9% 0.0% ▼9.9% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 63.5% 7.1% 79.5% 2.1%   75.6% 3.8% ▼12.1% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 76.5% 0.0% 79.1% 1.9%   67.9% 1.3% △8.5% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 63.5% 8.2% 72.6% 4.8%   66.7% 9.0% ▼3.1% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 77.6% 1.2% 74.2% 2.5% ↑ 67.9% 1.3% △9.7% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 88.2% 2.4% 95.1% 0.6%   91.0% 0.0% ▼2.8% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 80.0% 1.2% 86.4% 1.5%   88.5% 2.6% ▼8.5% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 80.0% 2.4% 80.7% 2.0%   69.2% 5.1% △10.8% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 47.1% 0.0% 64.2% 1.2%   42.3% 5.1% △4.8% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 75.3% 2.4% 79.4% 1.4%   79.5% 3.8% ▼4.2% 

② へややといれのきもちよさ 75.3% 3.5% 72.8% 3.3% ↑ 76.9% 3.8% ▼1.6% 

③ クラブのたのしさ 82.4% 1.2% 78.3% 2.3% ↑ 78.2% 6.4% △4.1% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 57.6% 1.2% 66.6% 2.9%   55.1% 6.4% △2.5% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 64.7% 2.4% 66.7% 2.1%   52.6% 3.8% △12.1% 
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利用している 

クラブの 

組織と運営 

サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 美浜北小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 ＮＰＯ法人 ワーカーズコープ 

クラブの所在地 浦安市美浜五丁目 12 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-351-6050 Ｆ Ａ Ｘ 047-351-6050 

当該クラブの運営開始日 平成 21 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 80 人 利 用 者 数 48 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 3 人 うち、男性 2 人 うち、女性 1 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 2 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

非常勤 
職員数 6 人 うち、男性 2 人 うち、女性 4 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・子ども 1人ひとりの自主性、自発性、創造性を育てます。 

・子どもたち同士の話し合いや提案を大切にし、実行できるようにサポートしています。 

・地域の中で子育てをするという視点を大切にし、地域交流を積極的に行ないます。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 支援員一人ひとりが経営者として、運営に責
任を持っている。毎日のミーティングや毎月の
会議において話い合いや情報の共有を頻繁に

行い、保育に活かすようにしている。 また、
同事業者3クラブが連携してマニュアル作成を
行うことで、運営体制を整えている。それと共

に、ほぼ毎月合同で研修会を行い、学びを深め
るとともに支援員同士情報交換を行っている。 

支援員が保護者、学校、地域の連携をは
かり一緒に子どもを育てていけるよう、ま
すます働きかけていく。 
支援員研修の内容を充実することで、継

続して働きやすい環境を整えていきたい。
学校内にクラブがあるので、クラブ主催の
行事などに先生を招待する等、実際に見
学・参加の機会を設け、相互理解・連携に
活かしたい。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 子どもを中心に、子どもが主役になれ
るような保育を目指している。自分たち
で生活や遊びの決まりを考えたり、行事
においては、実行委員を立て企画すると
ころから子どもが参加できるようにして
きた。運営においては、地域との連携で
子育てをしてもらうという視点から、近
隣の公園、公民館、商業施設などを利用
したり、スクールカウンセラーとも情報
共有し連携している。 

お世話になっている自治会の方、近
隣の幼保育園、福祉施設などの地域の
方々と、より関わりが深くできるよう
にしていきたい。そのことによって、
子ども自身が地域の方々に見守られ
ながら大切に育てられているという
実感を持てるようにしたい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 
クラブは第二の家庭と考え、子ども

達にとって安心できる居場所になる
ようにしている。季節や伝統行事を大
切にしながら、子ども達と共に自主
性、自発性、創造性を育てるような行
事を企画、実行している。 

おやつに関しては、特にアレルギー
児童に対し全支援員の注意がいくよ
うにミーティング等で意識付けをし
ている。 

遊びや生活の中で、異学年、支援児
が自然に関わりを持てるように工夫
していきたい。子ども達が安全に過ご
せる場の環境づくりをさらに強化し
ていきたい。行事においては、今年度
以上に子どもの参加や活躍の場を増
やしていきたい。興味・関心に合うレ
ベルや内容を一緒に選び、実践を積み
重ねることで、保護者と共に子どもの
成長を喜び合えるようになりたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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対
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２ 

計
画
作
成
・
見
直
し 

３ 

サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化 

４ 

苦
情
解
決 

５ 

利
用
者
の
家
族
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト 

６ 

人
権
の
尊
重 

７ 

地
域
と
の
連
携
・
交
流 

１ 

基
本
原
則 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

３ 

相
談
等
の
援
助 

４ 

健
康
管
理 

５ 

自
傷
他
害
へ
の
対
応 

６ 

活
動 

７ 

お
や
つ
の
提
供 

８ 

施
設
環
境 

９ 

来
所
・
帰
宅 

クラブ平均 美浜北小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ｂ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ｂ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｃ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｃ 

（Ｃ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 71.4% 8.6% 84.1% 1.1%   74.3% 2.9% ▼2.9% 

② 支援員の専門的知識や技術 45.7% 17.1% 65.7% 3.8%   34.3% 11.4% △11.4% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 77.1% 5.7% 85.6% 1.8%   65.7% 2.9% △11.4% 

④ クラブ内の清掃・整理 74.3% 2.9% 80.7% 1.8%   77.1% 2.9% ▼2.9% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 60.0% 2.9% 82.5% 1.2%   68.6% 5.7% ▼8.6% 

⑥ 学校との連携や情報交換 51.4% 25.7% 73.8% 3.9%   48.6% 11.4% △2.9% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 71.4% 8.6% 89.0% 1.0%   71.4% 5.7%   

② 支援員同士の情報共有 48.6% 17.1% 70.2% 5.4%   34.3% 22.9% △14.3% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 60.0% 11.4% 68.3% 7.5%   51.4% 17.1% △8.6% 

④ 支援員への相談のしやすさ 74.3% 5.7% 83.2% 3.8%   68.6% 8.6% △5.7% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 62.9% 11.4% 82.1% 3.0%   48.6% 11.4% △14.3% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 74.3% 2.9% 79.5% 2.1%   71.4% 2.9% △2.9% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 54.3% 5.7% 79.1% 1.9%   68.6% 11.4% ▼14.3% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 51.4% 14.3% 72.6% 4.8%   54.3% 11.4% ▼2.9% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 57.1% 11.4% 74.2% 2.5%   51.4% 11.4% △5.7% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 91.4% 2.9% 95.1% 0.6%   91.4% 2.9%   

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 80.0% 2.9% 86.4% 1.5%   71.4% 2.9% △8.6% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 45.7% 8.6% 80.7% 2.0%   62.9% 5.7% ▼17.1% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 34.3% 11.4% 64.2% 1.2%   48.6% 2.9% ▼14.3% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 51.4% 2.9% 79.4% 1.4%   37.1% 11.4% △14.3% 

② へややといれのきもちよさ 65.7% 5.7% 72.8% 3.3%   60.0% 5.7% △5.7% 

③ クラブのたのしさ 57.1% 5.7% 78.3% 2.3%   54.3% 8.6% △2.9% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 57.1% 11.4% 66.6% 2.9%   34.3% 20.0% △22.9% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 54.3% 17.1% 66.7% 2.1%   28.6% 17.1% △25.7% 
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サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 日の出小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 社会福祉法人 わかみや福祉会 

クラブの所在地 浦安市日の出二丁目 11 番 10 号 

クラブの連絡先 電   話 047-380-0666 Ｆ Ａ Ｘ 047-380-0666 

当該クラブの運営開始日 平成 23 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地外 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 143 人 利 用 者 数 124 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 5 人 うち、男性 3 人 うち、女性 2 人 

有資格者数 保育士 4 人 
幼稚園 
教諭 3 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 7 人 うち、男性 1 人 うち、女性 6 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・保護者と職員が力をあわせ、児童により良い環境を作る。 
・保護者が安心して働くことができるよう、保育の充実をめざす。 
・子育て相談機関としての役割を自覚し、地域に開かれた学童保育をめざす。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 社会福祉法人としての実績の下、子ど
もの発達過程を踏まえて育成支援を行っ
ている。放課後児童支援員研修や各研修
で「質の向上と機能充実」を学び、職員
会議、連絡ノート、マニュアル、アンケ
ート調査等の活用で「共通認識」を徹底、
子どもの最善の利益を考慮し、自ら進ん
で通い続けられる場としている。 

研修参加やマニュアル作成を進めるが
職員の意識向上の併走が重要である。危
機管理では、自己管理能力やリスクとハ
ザードを整理する力を安全点検表、避難
訓練等で身につけて行く。予防策のみな
らず対応策の整備にも努め、適切な応急
対処や迅速かつ円滑な連絡体制の連携協
力体制を確立していく。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 
学校や地域、保護者との連携を図

り、子どもの育成支援、家庭の子育て
支援に務めている。「人権の尊重、人
格の尊重」した支援の振り返りを大切
にしている。主任会議で支援計画の見
直し、公開が一連である。公民館や保
育園行事に年３回程ずつ参加の他、他
学童との交流会で親交を深めている。 

子どものシグナルと同時に保護者
のシグナルをも受け止める重要な役
割もある。基本姿勢「ねぎらい」・方
法「傾聴」などの指導を職員会議で行
い、対応ノートで情報共有を行い、全
職員で支援する。又、要保護児童対策
地域協議会等関係機関や地域の方々、
学校との連携を深め育成・子育て支援
を充実したい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

子どもが自発的・自主的に遊べる、
楽しく明るい場として壁面等で環境
整備実施。異年齢交流の場として豊か
な人間関係を育む為に「支援員は仕掛
人」となり、遊びの提供を工夫してい
る。遊びを通じて成功や失敗の経験を
する不可欠な活動にひとりひとりの
意思を尊重し、成功経験を得られる
様、支援している。 

長期休みの活動を充実させる事が
今後の課題。支援員の不断の勉強を必
要とする。手作りおやつの充実にも力
を入れ、日本の季節・伝統を通し食育
に取り組む。衛生管理はもとより感染
症予防の継続で環境の安全に配慮続
けていく。又、子ども達の登所、帰宅
の安全管理への配慮も継続していき
たい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 日の出小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ｂ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ｂ 

（Ｂ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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Ⅰ．組織と運営 Ⅱ．サービス提供

のプロセス 

Ⅲ．サービスの 

内容 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 91.2% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 94.5% 0.0% ▼3.4% 

② 支援員の専門的知識や技術 70.6% 0.0% 65.7% 3.8% ↑ 69.1% 0.0% △1.5% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 85.3% 1.5% 85.6% 1.8%   90.9% 0.0% ▼5.6% 

④ クラブ内の清掃・整理 91.2% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 90.9% 1.8% △0.3% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 89.7% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 92.7% 0.0% ▼3.0% 

⑥ 学校との連携や情報交換 66.2% 1.5% 73.8% 3.9%   70.9% 1.8% ▼4.7% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 94.1% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 96.4% 0.0% ▼2.2% 

② 支援員同士の情報共有 76.5% 2.9% 70.2% 5.4% ↑ 76.4% 1.8% △0.1% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 64.7% 5.9% 68.3% 7.5%   67.3% 1.8% ▼2.6% 

④ 支援員への相談のしやすさ 91.2% 2.9% 83.2% 3.8% ↑ 87.3% 1.8% △3.9% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 94.1% 1.5% 82.1% 3.0% ↑ 92.7% 1.8% △1.4% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 95.6% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 92.7% 0.0% △2.9% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 82.4% 0.0% 79.1% 1.9% ↑ 89.1% 0.0% ▼6.7% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 76.5% 1.5% 72.6% 4.8% ↑ 69.1% 3.6% △7.4% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 76.5% 1.5% 74.2% 2.5% ↑ 78.2% 1.8% ▼1.7% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 98.5% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 98.2% 0.0% △0.3% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 82.4% 2.9% 86.4% 1.5%   90.9% 0.0% ▼8.6% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 82.4% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 90.9% 0.0% ▼8.6% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 48.5% 0.0% 64.2% 1.2%   52.7% 3.6% ▼4.2% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 77.9% 0.0% 79.4% 1.4%   80.0% 0.0% ▼2.1% 

② へややといれのきもちよさ 72.1% 2.9% 72.8% 3.3%   81.8% 0.0% ▼9.8% 

③ クラブのたのしさ 73.5% 1.5% 78.3% 2.3%   85.5% 1.8% ▼11.9% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 67.6% 2.9% 66.6% 2.9% ↑ 74.5% 1.8% ▼6.9% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 63.2% 0.0% 66.7% 2.1%   63.6% 0.0% ▼0.4% 

3 

13 

1 0 0 

3 

12 

2 
0 0 

4 

13 

0 0 0 1 

14 

2 
0 0 

0 

5 

10 

15 

A B C D E A B C D E A B C D E A B C D E 

利用している 

クラブの 

組織と運営 

サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 明海小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 ＮＰＯ法人 ワーカーズコープ 

クラブの所在地 浦安市明海二丁目 13 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-305-0220 Ｆ Ａ Ｘ 047-305-0220 

当該クラブの運営開始日 平成 21 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地外 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 78 人 利 用 者 数 72 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 5 人 うち、男性 2 人 うち、女性 3 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 3 人 うち、男性 2 人 うち、女性 1 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・子ども 1人ひとりの自主性、自発性、創造性を育てます。 

・子どもたち同士の話し合いや提案を大切にし、実行できるようにサポートしています。 

・地域の中で子育てをするという視点を大切にし、地域交流を積極的に行います。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 
支援員一人ひとりが経営者として、運営に

責任を持っている。毎日のミーティングや毎
月の会議において話し合いや情報の共有を
頻繁に行い、支援に活かすようにしている。 
また、同事業者３クラブが連携してマニュ

アル作成を行うことで、運営体制を整えてい
る。それと共に、ほぼ毎月合同で研修会を行
い、学びを深めるとともに支援員同士で情報
交換を行っている。 

支援員が保護者、学校、地域の連携をは
かり一緒に子どもを育てていけるようます
ます働きかけていく。 

支援員研修の内容を充実することで、継
続して働きやすい環境を整えていきたい。 

利用者が意見を出したり相談したりしや
すくなるようなシステムを作っている。 

（寄り道カフェ） 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 子どもを中心に、子どもが主役になれるよう
な支援を目指している。自分たちで生活や遊び
の決まりを考えたり、行事においては、実行委
員を立て企画するところから子どもが参加で
きるようにしてきた。運営においては、地域で
子育てをするという視点を大切にしており、公
民館事業に参加したり、行事の際には幼保育
園、あけみ遊び広場、郵便局や小学校にも声か
けをし、連携をとりあった。また、小学校とは、
緊急時対応や子どもの様子の共有について、日
頃から連携をしている。 保護者が安心して仕
事ができるように応援している。 

継続してお世話になっている自治会の

方、近隣の幼保育園、地域の達人と、さ

さらに関わり合いが持てるようにしてい

きたい。そのことによって、子ども自身

が地域の方々に見守られながら大切に育

てられているという実感を持てるように

したい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

子ども達にとって安心できる居場所に

なるようにしている。季節や伝統行事を

大切にしながら、子ども達と共に自主性、

自発性、創造性を育てるような行事を企

画、実行している。 

おやつに関しては、スナック菓子では

なく、手作りで安心して食べられるもの

を提供している。 

遊びや生活の中で、異学年、支援児が

自然に関わりが持てるように、工夫して

いきたい。子ども達が安全に過ごせる環

境づくりをしていきたい。行事において

は、今年度以上に子どもの参加や活躍の

場を増やしていきたい。興味・関心に合

うレベルや内容を一緒に選び、実践を積

み重ねることで、保護者と共に子どもの

成長を喜び合えるようになりたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 明海小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ｂ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ｂ 

（Ｂ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ａ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ａ 

（Ａ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ａ 

（Ａ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 94.9% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 97.0% 0.0% ▼2.1% 

② 支援員の専門的知識や技術 87.2% 0.0% 65.7% 3.8% ↑ 81.8% 0.0% △5.4% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 97.4% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 93.9% 3.0% △3.5% 

④ クラブ内の清掃・整理 92.3% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 90.9% 0.0% △1.4% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 94.9% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 78.8% 0.0% △16.1% 

⑥ 学校との連携や情報交換 74.4% 0.0% 73.8% 3.9% ↑ 81.8% 3.0% ▼7.5% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 97.4% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 97.0% 0.0% △0.5% 

② 支援員同士の情報共有 89.7% 0.0% 70.2% 5.4% ↑ 81.8% 0.0% △7.9% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 84.6% 0.0% 68.3% 7.5% ↑ 84.8% 3.0% ▼0.2% 

④ 支援員への相談のしやすさ 100.0% 0.0% 83.2% 3.8% ↑ 100.0% 0.0%   

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 100.0% 0.0% 82.1% 3.0% ↑ 93.9% 0.0% △6.1% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 100.0% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 100.0% 0.0%   

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 100.0% 0.0% 79.1% 1.9% ↑ 93.9% 0.0% △6.1% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 94.9% 0.0% 72.6% 4.8% ↑ 81.8% 6.1% △13.1% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 82.1% 0.0% 74.2% 2.5% ↑ 87.9% 0.0% ▼5.8% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 100.0% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 100.0% 0.0%   

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 92.3% 0.0% 86.4% 1.5% ↑ 97.0% 0.0% ▼4.7% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 97.4% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 93.9% 0.0% △3.5% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 84.6% 0.0% 64.2% 1.2% ↑ 87.9% 0.0% ▼3.3% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 87.2% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 72.7% 0.0% △14.5% 

② へややといれのきもちよさ 71.8% 0.0% 72.8% 3.3%   60.6% 18.2% △11.2% 

③ クラブのたのしさ 82.1% 0.0% 78.3% 2.3% ↑ 75.8% 6.1% △6.3% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 87.2% 0.0% 66.6% 2.9% ↑ 69.7% 0.0% △17.5% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 97.4% 0.0% 66.7% 2.1% ↑ 72.7% 0.0% △24.7% 
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全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 高洲小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社日本デイケアセンター 

クラブの所在地 浦安市高洲四丁目 2 番 8 号 

クラブの連絡先 電   話 047-351-1015 Ｆ Ａ Ｘ 047-351-1015 

当該クラブの運営開始日 平成 15 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校敷地外 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 195 人 利 用 者 数 173 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 10 人 うち、男性 1 人 うち、女性 9 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 11 人 うち、男性 0 人 うち、女性 11 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

毎日ミーティングを行ない、子どもたちの状態の周知をし、楽しく安全に通える環境
を整えています。また、利用者から意見があった場合には、早急に話し合い、問題解決
に向けて動き、安心して通わせられる環境づくりに努めています。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 
始業時のミーティングや終業時の聞き取

りを毎日行ない、支援員間での情報共有をし
ています。また、その内容がファイリングさ
れているため、いつでも内容を確認すること
ができています。 
感染症の拡大防止のため、対応法を考えミ

ーティングで周知しています。 
行事ごとに写真を掲示し、支援員が日々の

様子を保護者に伝えています。 

おもちゃや施設内の整理整頓を心がけ、
危険がないよう更に気をつけていきます。
施設の経年劣化について、早急に発見し、
危険のないように日々施設の安全確認に努
めていきます。 

怪我や体調不良の児童について、学校か
らの情報がいただけるようになるよう信頼
関係を築いていきたいと思います。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 支援児の発達について話し合い、変
化があった場合には対応を考え、実践
しています。 

苦情については早急にミーティン
グで話し合い、解決に向けた行動をし
ています。 

児童に傷や痣があった際には、どの
ようにしてできた傷なのかを確認し、
虐待の早期発見に努めています。 

新人職員に対しての業務内容の教
育を行う時間を充実させ、よりよいサ
ービスを提供していきます。 

地域との交流をさらに持てるよう、
地域行事に積極的に参加していきた
いと思いますが、多人数で受け入れが
難しい現状もあり、柔軟に考え、実施
していきます。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 毎日のミーティングで子どもの様
子について話し合います。気になる子
どもは注意して様子を見ていき、必要
に応じて保護者との面談も行ない問
題解決に努めています。子どもの怪我
や病気に関しては早急に処置を行な
い、保護者へ連絡をしています。アレ
ルギーのある子どもにはアレルギー
成分が入っていないものを個別に用
意し、表にして支援員室に掲示してい
ます。 

毎日、朝と夕方の２回清掃をしてい
ますが、さらに美化に努め、子どもた
ちの過ごしやすい環境づくりに努め
ていきます。 

おやつについては、栄養のあるもの
を取り入れ、さらに季節感を味わえる
よう工夫をして、子どもたちにとって
楽しめる内容にしていけるよう心掛
けていきます。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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基
本
原
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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相
談
等
の
援
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４ 

健
康
管
理 
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自
傷
他
害
へ
の
対
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活
動 

７ 

お
や
つ
の
提
供 
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施
設
環
境 

９ 

来
所
・
帰
宅 

クラブ平均 高洲小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 84.4% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 84.2% 1.0% △0.2% 

② 支援員の専門的知識や技術 64.6% 1.0% 65.7% 3.8%   69.3% 1.0% ▼4.7% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 85.4% 0.0% 85.6% 1.8%   88.1% 3.0% ▼2.7% 

④ クラブ内の清掃・整理 82.3% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 76.2% 2.0% △6.1% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 87.5% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 89.1% 0.0% ▼1.6% 

⑥ 学校との連携や情報交換 84.4% 3.1% 73.8% 3.9% ↑ 88.1% 0.0% ▼3.7% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 91.7% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 93.1% 0.0% ▼1.4% 

② 支援員同士の情報共有 74.0% 2.1% 70.2% 5.4% ↑ 76.2% 0.0% ▼2.3% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 80.2% 3.1% 68.3% 7.5% ↑ 78.2% 5.0% △2.0% 

④ 支援員への相談のしやすさ 85.4% 1.0% 83.2% 3.8% ↑ 84.2% 1.0% △1.3% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 88.5% 1.0% 82.1% 3.0% ↑ 85.1% 0.0% △3.4% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 82.3% 1.0% 79.5% 2.1% ↑ 77.2% 4.0% △5.1% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 87.5% 1.0% 79.1% 1.9% ↑ 75.2% 1.0% △12.3% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 79.2% 4.2% 72.6% 4.8% ↑ 80.2% 1.0% ▼1.0% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 78.1% 0.0% 74.2% 2.5% ↑ 74.3% 2.0% △3.9% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 95.8% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 98.0% 0.0% ▼2.2% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 88.5% 1.0% 86.4% 1.5% ↑ 91.1% 0.0% ▼2.5% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 88.5% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 84.2% 0.0% △4.4% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 74.0% 1.0% 64.2% 1.2% ↑ 71.3% 1.0% △2.7% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 82.3% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 82.2% 0.0% △0.1% 

② へややといれのきもちよさ 74.0% 3.1% 72.8% 3.3% ↑ 67.3% 5.9% △6.6% 

③ クラブのたのしさ 84.4% 0.0% 78.3% 2.3% ↑ 84.2% 1.0% △0.2% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 63.5% 3.1% 66.6% 2.9%   65.3% 4.0% ▼1.8% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 67.7% 1.0% 66.7% 2.1% ↑ 68.3% 4.0% ▼0.6% 
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保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 日の出南小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社 サクセスアカデミー 

クラブの所在地 浦安市日の出五丁目 4 番 3 号 

クラブの連絡先 電   話 047-305-1345 Ｆ Ａ Ｘ 047-305-1345 

当該クラブの運営開始日 平成 24 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 120 人 利 用 者 数 101 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 4 人 うち、男性 1 人 うち、女性 3 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

非常勤 
職員数 14 人 うち、男性 4 人 うち、女性 10 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

あたたかな環境の中で、ひとり一人の心に寄り添い、泣いたり、笑ったり、時には怒ったり、自

分らしさを表現できる居場所作りを大切にしています。また、環境整備を基本とした安全管理に力

を入れ、整理整頓された環境を提供する事で子どもの心を平穏にし、また、子どもの声があふれる

空間作りを目指しています。支援員一人一人が当事者意識を持ち、支援に当たっています。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 運営指針を理解した運営を目指し、施
設の目標をミーティング時斉唱して確認
している。経験年数や職位に関係なく当
事者意識を持つことを重視して実践して
いる。情報共有の大切さを認識して、ミ
ーティング時のみならず、適宜情報共有
ができる環境を維持している。 

運営指針・目標に沿った運営をさら
に深めるために、個々のケースに応じ
た研修の機会を増やしていきたい。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 

年間指導計画に基づいた活動を軸
にしているが、子ども達の現状を正確
に理解し、計画通りにいかない場合に
は柔軟に対応している。 
保護者からの意見や要望は、真摯に

受け止め、保護者の気持ちに寄り添う
支援を心かけている。 

地域との連携にもう少し力を入れ
ていく必要があると考えている。定期
的な交流の機会が生まれる活動を考
えていきたい。 
公民館で活動しているグループの

方々との交流や、浦安市内の様々な施
設を活用した行事などを考えていき
たい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

一人ひとりの持つ個性を大切しな
がら、その年齢に必要となる支援を行
っている。 
食事のマナーや場面に応じた事、言

葉使い等は丁寧に伝えている。支援の
特技（茶道、工作）や経験を毎日の活
動に生活かしている。 

体を使った遊びを多く取り入れて
いきたいと考えている。そのための、
研修などに積極的に参加して支援員
の研鑽を積んでいきたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 日の出南小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ａ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 91.8% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 83.0% 0.0% △8.9% 

② 支援員の専門的知識や技術 75.5% 2.0% 65.7% 3.8% ↑ 57.4% 6.4% △18.1% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 93.9% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 89.4% 2.1% △4.5% 

④ クラブ内の清掃・整理 81.6% 2.0% 80.7% 1.8% ↑ 74.5% 2.1% △7.2% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 89.8% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 89.4% 2.1% △0.4% 

⑥ 学校との連携や情報交換 79.6% 2.0% 73.8% 3.9% ↑ 80.9% 2.1% ▼1.3% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 95.9% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 89.4% 0.0% △6.6% 

② 支援員同士の情報共有 77.6% 4.1% 70.2% 5.4% ↑ 66.0% 6.4% △11.6% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 79.6% 2.0% 68.3% 7.5% ↑ 74.5% 8.5% △5.1% 

④ 支援員への相談のしやすさ 85.7% 2.0% 83.2% 3.8% ↑ 83.0% 8.5% △2.7% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 83.7% 2.0% 82.1% 3.0% ↑ 78.7% 2.1% △5.0% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 91.8% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 91.5% 0.0% △0.3% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 79.6% 2.0% 79.1% 1.9% ↑ 87.2% 4.3% ▼7.6% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 81.6% 2.0% 72.6% 4.8% ↑ 63.8% 0.0% △17.8% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 87.8% 4.1% 74.2% 2.5% ↑ 80.9% 2.1% △6.9% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 100.0% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 97.9% 0.0% △2.1% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 95.9% 0.0% 86.4% 1.5% ↑ 85.1% 2.1% △10.8% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 83.7% 4.1% 80.7% 2.0% ↑ 74.5% 4.3% △9.2% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 81.6% 0.0% 64.2% 1.2% ↑ 76.6% 2.1% △5.0% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 75.5% 0.0% 79.4% 1.4%   63.8% 2.1% △11.7% 

② へややといれのきもちよさ 67.3% 10.2% 72.8% 3.3%   51.1% 12.8% △16.3% 

③ クラブのたのしさ 69.4% 8.2% 78.3% 2.3%   78.7% 2.1% ▼9.3% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 57.1% 2.0% 66.6% 2.9%   66.0% 6.4% ▼8.8% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 59.2% 2.0% 66.7% 2.1%   44.7% 10.6% △14.5% 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 明海南小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社 日本デイケアセンター 

クラブの所在地 浦安市明海五丁目 5 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-382-2901 Ｆ Ａ Ｘ 047-382-2901 

当該クラブの運営開始日 平成 21 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 110 人 利 用 者 数 68 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 6 人 うち、男性 1 人 うち、女性 5 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 0 人 うち、男性 0 人 うち、女性 0 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・児童にとってより安全で居心地の良い環境を提供するために、日頃より保護者や学校との連携を
大切にしています。 

・子ども自身が、学童生活の中にある人との関わりや様々な体験を通して「相手を思いやる心」「人
を大切にする心」を育んで行けるよう、支援員が同じ方向を向き保育に取り組んでいます。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 
・毎日のミーティングにより、あらゆる角度から話し合い協
議し合うことで、全支援員が同じ方向性を持って意欲的に
保育に取り組んでいます。 
また保護者、学校との連携を密にすることで子どもにとっ
てより良い環境づくりに努めています。 

・災害や緊急事態に備え、様々な状況を想定した児童には予
告無しの避難訓練を毎月一回実施しています。その際子ど
もには学童滞在時の避難方法を教えると共に、自宅での一
人留守番中においても速やかに対処できるよう指導してい
ます。 
併せて、不審者に遭遇した時の対処法等、自身の身を自分
で守ることができるよう指導しています。 

・マネージャーとの連携を密にし、市との情報共有によ
り一層努めていきます。 

・年２回マネージャーによる面談を行っており今後はさ
らにその回数を増やし、その後の長期的な具体策実現
に向けて努めていきます。また、各自支援員としての
自覚や目標を持ち、互いに認め合い、高め合いながら
目標達成に向けて仕事に取り組んでいきます。 

・いざという時に慌てず落ち着いて対処できるよう、救
護や AED 操作の知識を全職員がより強固なものにして
いきます。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 年一回地元ボランティアの方や、日ご
ろ接する機会がない方をお招きし、子ど
もが日常生活では経験できないようなこ
とを体験し、貴重な時間を過ごせるよう
「体験教室」を行っています。また、子
どもの心を育てる絵本の読み聞かせの時
間を外部ボランティアの方と連携し、定
期的に開催しています。今後は、多方面
においてボランティアの方との交流を増
やして行けるよう、情報収集に努めてい
きます。 

子どもの意思尊重、子どもの状況に
合った支援方法、支援の必要な子ども
を子どもたち自身が認め合えるよう
な環境づくりをしていくため、毎日の
ミーティングで協議することはもち
ろん、現状に満足することがないよ
う、支援員自身が日々資質の向上、自
己研鑚に努めていきます。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 
・子どもが安心して過ごせる、より良い
環境づくりに配慮し、学童生活のなか
にある人と人との関わりや様々な体験
を通して「相手を思いやる心」「人を大
切に思う心」を育んで行けるよう取り
組んでいます。  

・子どもの状態や状況を確実に把握する
とともに、子どもが話しやすい、相談
しやすい環境であるよう学年担任制で
保育を行っています。 

・誘拐、動物虐待等、残忍卑劣な事件が
多発する昨今、子どもの命が確実に守
られるよう、万が一の時に子ども自身
が正しい対処が出来るよう、子ども自
身にも認識を持ってもらうための防犯
教室を行っています。 

・アレルギー疾患のある子どもに対する
食品への配慮や、アナフィラキシーシ
ョック発症時の対処法について、全職
員が情報を共有し適切に対応している
が、今後どのようなアレルギ－症状を
持つ児童にでも対応できるよう、また
突然のアレルギー発症等にも迅速な対
応が出来るようさらなる知識向上のた
め、積極的に研修への参加をするよう
努めていきます。また、これらを定期
的に確認すると共に、他クラブの事例
をふまえた情報交換を積極的に行い、
今後の様々な状況にも対処できるよう
備えていきます。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 明海南小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 

 

  

15 

2 
0 0 0 

12 

4 

1 0 0 

11 

6 

0 0 0 
0 

5 

10 

15 

A B C D E A B C D E A B C D E 

Ⅰ．組織と運営 Ⅱ．サービス提供

のプロセス 

Ⅲ．サービスの 

内容 

全クラブの評価（計17クラブ） 



 

72 

 

利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ａ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ａ 

（Ａ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ａ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ａ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 94.2% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 88.9% 0.0% △5.3% 

② 支援員の専門的知識や技術 80.8% 0.0% 65.7% 3.8% ↑ 66.7% 0.0% △14.1% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 100.0% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 97.2% 0.0% △2.8% 

④ クラブ内の清掃・整理 92.3% 1.9% 80.7% 1.8% ↑ 86.1% 2.8% △6.2% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 90.4% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 88.9% 0.0% △1.5% 

⑥ 学校との連携や情報交換 90.4% 0.0% 73.8% 3.9% ↑ 94.4% 0.0% ▼4.1% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 96.2% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 91.7% 0.0% △4.5% 

② 支援員同士の情報共有 94.2% 0.0% 70.2% 5.4% ↑ 88.9% 0.0% △5.3% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 94.2% 1.9% 68.3% 7.5% ↑ 86.1% 0.0% △8.1% 

④ 支援員への相談のしやすさ 100.0% 0.0% 83.2% 3.8% ↑ 91.7% 2.8% △8.3% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 100.0% 0.0% 82.1% 3.0% ↑ 97.2% 0.0% △2.8% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 92.3% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 86.1% 0.0% △6.2% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 98.1% 0.0% 79.1% 1.9% ↑ 91.7% 0.0% △6.4% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 94.2% 0.0% 72.6% 4.8% ↑ 77.8% 11.1% △16.5% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 90.4% 1.9% 74.2% 2.5% ↑ 75.0% 0.0% △15.4% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 100.0% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 100.0% 0.0%   

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 96.2% 0.0% 86.4% 1.5% ↑ 94.4% 0.0% △1.7% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 96.2% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 94.4% 0.0% △1.7% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 88.5% 0.0% 64.2% 1.2% ↑ 72.2% 0.0% △16.2% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 86.5% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 88.9% 0.0% ▼2.4% 

② へややといれのきもちよさ 80.8% 0.0% 72.8% 3.3% ↑ 75.0% 2.8% △5.8% 

③ クラブのたのしさ 86.5% 1.9% 78.3% 2.3% ↑ 88.9% 5.6% ▼2.4% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 82.7% 1.9% 66.6% 2.9% ↑ 83.3% 2.8% ▼0.6% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 80.8% 0.0% 66.7% 2.1% ↑ 80.6% 0.0% △0.2% 

3 

13 

1 0 0 

3 

12 

2 
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4 

13 

0 0 0 1 

14 
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0 

5 

10 
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利用している 

クラブの 

組織と運営 

サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 高洲北小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 株式会社サクセスアカデミー 

クラブの所在地 浦安市高洲二丁目 2 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-381-5201 Ｆ Ａ Ｘ 047-381-5201 

当該クラブの運営開始日 平成 18 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 120 人 利 用 者 数 107 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 4 人 うち、男性 1 人 うち、女性 3 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 2 人 

非常勤 
職員数 10 人 うち、男性 1 人 うち、女性 9 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 5 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

私たちの仕事は、利用者から「ありがとう」と言われるサービスの提供をおこなっています。安
全・安心のあたたかい環境の中で子ども一人ひとりの心に寄り添い、豊かな出会いや経験を通して
生きていく力を育む手助けをします。 
自ら考え行動し、思いやりのある子どもの健全育成を行い、一人ひとりの個性を大切にしています。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 組織として、利用者主体の考えや思い
を大切にし、より良いサービスを考え提
供できたと感じる。 
支援員全体で、施設運営に取り組むこ

とができ、安全安心の運営ができた。 
父母会役員や保護者一人ひとりとも、

丁寧に向き合い、信頼関係を築くことが
できた。 

まだまだ不十分なところや改善で
きるところもあるため、さらに小学校
や父母会役員、保護者、行政との連絡
を密に取り、共有を行って信頼関係を
深めていきたい。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 

利用者への説明をより丁寧に行う
ように心掛け、また、利用者からの意
見も誠実に受け止め、反省や改善して
きたため、保護者会や父母会共催行事
の参加者が増え、理解関心を得られて
いるように感じる。 

まだ、一部の利用者からはクラブに
対する関心を持ってもらえていない
と感じるため、引き続きこちらからの
アプローチを強め、少しでも理解や信
頼を得られるよう、努力をしていきた
い。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

退会する児童が少なかったことか
ら、クラブの運営や方針に理解いただ
けていることに結び付いているよう
に思う。 

こどもの安全、保護者の安心を第一
に育成環境や年間行事、支援員の資質
など、全てにおいて最善を尽くすこと
ができたと感じる。 

保護者からの意見や要望が多様化
するなかで、すぐに「できない」と応
えるのではなく、納得していただける
まで、一緒に考え、問題解決をしてい
きたい。結果的には理解を得られるよ
うに、粘り強く前向きな姿勢で対応し
ていきたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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計
画
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成
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サ
ー
ビ
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標
準
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苦
情
解
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５ 

利
用
者
の
家
族
に
対
す
る
サ
ポ
ー
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６ 

人
権
の
尊
重 

７ 

地
域
と
の
連
携
・
交
流 

１ 

基
本
原
則 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

３ 

相
談
等
の
援
助 

４ 

健
康
管
理 

５ 

自
傷
他
害
へ
の
対
応 

６ 

活
動 

７ 

お
や
つ
の
提
供 

８ 

施
設
環
境 

９ 

来
所
・
帰
宅 

クラブ平均 高洲北小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 78.1% 1.6% 84.1% 1.1%   78.7% 0.0% ▼0.6% 

② 支援員の専門的知識や技術 70.3% 1.6% 65.7% 3.8% ↑ 47.5% 6.6% △22.8% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 85.9% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 90.2% 1.6% ▼4.2% 

④ クラブ内の清掃・整理 70.3% 0.0% 80.7% 1.8%   67.2% 1.6% △3.1% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 73.4% 0.0% 82.5% 1.2%   75.4% 0.0% ▼2.0% 

⑥ 学校との連携や情報交換 76.6% 1.6% 73.8% 3.9% ↑ 67.2% 11.5% △9.3% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 87.5% 1.6% 89.0% 1.0%   82.0% 0.0% △5.5% 

② 支援員同士の情報共有 67.2% 3.1% 70.2% 5.4%   65.6% 6.6% △1.6% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 64.1% 9.4% 68.3% 7.5%   72.1% 3.3% ▼8.1% 

④ 支援員への相談のしやすさ 78.1% 7.8% 83.2% 3.8%   88.5% 3.3% ▼10.4% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 82.8% 4.7% 82.1% 3.0% ↑ 83.6% 1.6% ▼0.8% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 65.6% 3.1% 79.5% 2.1%   83.6% 0.0% ▼18.0% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 71.9% 3.1% 79.1% 1.9%   68.9% 0.0% △3.0% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 64.1% 3.1% 72.6% 4.8%   60.7% 4.9% △3.4% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 71.9% 3.1% 74.2% 2.5%   62.3% 0.0% △9.6% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 89.1% 1.6% 95.1% 0.6%   96.7% 1.6% ▼7.7% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 78.1% 1.6% 86.4% 1.5%   85.2% 0.0% ▼7.1% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 76.6% 6.3% 80.7% 2.0%   83.6% 1.6% ▼7.0% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 46.9% 3.1% 64.2% 1.2%   42.6% 1.6% △4.3% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 82.8% 1.6% 79.4% 1.4% ↑ 80.3% 1.6% △2.5% 

② へややといれのきもちよさ 76.6% 0.0% 72.8% 3.3% ↑ 63.9% 3.3% △12.6% 

③ クラブのたのしさ 81.3% 3.1% 78.3% 2.3% ↑ 78.7% 0.0% △2.6% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 65.6% 4.7% 66.6% 2.9%   57.4% 1.6% △8.2% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 56.3% 3.1% 66.7% 2.1%   59.0% 1.6% ▼2.8% 
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利用している 

クラブの 

組織と運営 

サービス提供の 

手順 

子どもの 

発達援助 

サービス提供の 

手順及び発達援助 

保護者の評価 児童の評価 

全クラブの評価（計17クラブ） 



 

76 

 

評 価 結 果 
平成 28 年度 東野小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 社会福祉法人 浦安市社会福祉協議会 

クラブの所在地 浦安市東野一丁目 7 番 3 号 

クラブの連絡先 電   話 047-304-1880 Ｆ Ａ Ｘ 047-304-1880 

当該クラブの運営開始日 平成 22 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 198 人 利 用 者 数 172 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 15 人 うち、男性 3 人 うち、女性 12 人 

有資格者数 保育士 1 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 3 人 

非常勤 
職員数 5 人 うち、男性 0 人 うち、女性 5 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 2 人 

幼稚園以 
外の教諭 1 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

児童育成クラブは、「１人１人が主役となれる場」、「異年齢児による遊びを通じ、社会
性・自主性を育てる場」、「安心して楽しく育てる場」をモットーに子どもとの信頼関係
を築けるよう保育に努めている。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 ・平成２８年度より市から運営を受託した富
岡小学校地区児童育成クラブとの連携や共
同事業の実施。 

・児童室ごとのミーティングを設け、各児童
の対応など細部にわたる話し合いを行って
いる。 

・児童育成クラブと運営事業所が隣接してい
ることから、緊急時の対応なども迅速に対
応することができる。 

・全支援員が参加できるよう講師を招
いた研修会を実施し、支援員個々の
意識を高め、資質の向上に努めた
い。 

・怪我や事故については、危険個所を
常に共通理解し、支援員に周知徹底
を図る。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 ・入会説明会の際には、児童にも子ども
用の「生活のしおり」を作成し、ミニ
説明会を実施している。 

・いつでも保護者が相談できるように日
頃から保護者とのコミュニケーション
づくりに努めている。また意見箱の設
置や児童用の「なんでも相談 BOX」を作
成。 

・地域資源(人と施設)を活用した地域と
連携した活動を行っている。 

・一人帰り児童の保護者の意見は、支
援員との接点が少ないため、意見を
反映することが難しい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

・大規模クラブではあるものの児童室
を５つに分け担任制にしているこ
とから児童と支援員との距離感が
近く、きめ細かな保育を行うことが
できる。 

・学校との協力関係が十分にとられて
おり、校庭や体育館などで子どもた
ちが元気いっぱいに体を動かせる
環境である。 

・支援児童などの支援方法について
は、研修や学校との連携をとり対応
しているがパニック時などの対応
について苦慮している。 

・児童が体調を崩した時に、ゆっくり
静養できる場所がないので、対策が
必要である。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 東野小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ａ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ａ 

（Ａ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ａ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ｂ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 87.3% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 88.5% 0.0% ▼1.2% 

② 支援員の専門的知識や技術 70.6% 2.0% 65.7% 3.8% ↑ 64.1% 2.6% △6.5% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 98.0% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 94.9% 0.0% △3.2% 

④ クラブ内の清掃・整理 91.2% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 88.5% 1.3% △2.7% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 90.2% 2.0% 82.5% 1.2% ↑ 87.2% 0.0% △3.0% 

⑥ 学校との連携や情報交換 85.3% 0.0% 73.8% 3.9% ↑ 84.6% 0.0% △0.7% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 95.1% 0.0% 89.0% 1.0% ↑ 89.7% 0.0% △5.4% 

② 支援員同士の情報共有 68.6% 2.9% 70.2% 5.4%   71.8% 1.3% ▼3.2% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 64.7% 3.9% 68.3% 7.5%   71.8% 3.8% ▼7.1% 

④ 支援員への相談のしやすさ 83.3% 1.0% 83.2% 3.8% ↑ 88.5% 1.3% ▼5.1% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 85.3% 0.0% 82.1% 3.0% ↑ 85.9% 0.0% ▼0.6% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 75.5% 0.0% 79.5% 2.1%   83.3% 1.3% ▼7.8% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 89.2% 1.0% 79.1% 1.9% ↑ 82.1% 1.3% △7.2% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 76.5% 3.9% 72.6% 4.8% ↑ 67.9% 6.4% △8.5% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 84.3% 0.0% 74.2% 2.5% ↑ 71.8% 1.3% △12.5% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 97.1% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 96.2% 0.0% △0.9% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 93.1% 1.0% 86.4% 1.5% ↑ 88.5% 0.0% △4.7% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 88.2% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 83.3% 1.3% △4.9% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 76.5% 0.0% 64.2% 1.2% ↑ 70.5% 0.0% △6.0% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 85.3% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 85.9% 2.6% ▼0.6% 

② へややといれのきもちよさ 78.4% 0.0% 72.8% 3.3% ↑ 87.2% 1.3% ▼8.7% 

③ クラブのたのしさ 82.4% 0.0% 78.3% 2.3% ↑ 84.6% 0.0% ▼2.3% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 70.6% 1.0% 66.6% 2.9% ↑ 67.9% 0.0% △2.6% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 64.7% 0.0% 66.7% 2.1%   76.9% 1.3% ▼12.2% 
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評 価 結 果 
平成 28 年度 入船小学校地区児童育成クラブ 

クラブ・運営事業者のプロフィール 

 
事業者の名称 社会福祉法人わかみや福祉会 

クラブの所在地 浦安市入船三丁目 66 番 1 号 

クラブの連絡先 電   話 047-352-1415 Ｆ Ａ Ｘ 047-352-1415 

当該クラブの運営開始日 平成 23 年 4 月 1 日 

開設場所 小学校校舎内／小学校敷地内 

定員／現在の利用者数 
（平成 28 年 12 月末現在） 

定   員 118 人 利 用 者 数 99 人 

職員数 

(平成 28 年 12 月末現在) 

常勤 
職員数 3 人 うち、男性 3 人 うち、女性 0 人 

有資格者数 保育士 2 人 
幼稚園 
教諭 0 人 

幼稚園以 
外の教諭 0 人 

非常勤 
職員数 8 人 うち、男性 0 人 うち、女性 8 人 

有資格者数 保育士 0 人 
幼稚園 
教諭 1 人 

幼稚園以 
外の教諭 3 人 

 
運営事業者のサービス提供方針 

 
サービスの提供に 
あたって大切に 
していること 

・保護者と職員が力をあわせ、児童により良い環境を作る。 
・保護者が安心して働くことができるよう、保育の充実をめざす 
・子育て相談機関としての役割を自覚し、地域に開かれた学童保育をめざす。 

 
  

事業者の強み 
アピールしたい取り組み 

サービス改善に向けた取組 
今後の展望 

Ⅰ
 

組
織
と
運
営 

１ 運営 社会福祉法人としての実績を踏まえ、
組織作りをしっかりと行い、保育士の資
格を持つ担任をそれぞれ置いている。
日々の会議を大切にし、子どもの様子、
状況、変化をすぐに把握出来るよう情報
共有している。危機管理に関しては、点
検表、マニュアルを新たに作成し、安全
管理、再発防止に努めていった。 

保護者会の日程、内容などの見直しを
検討していく。おたよりの中で、アンケ
ートを実施し、保護者からの意見、感想
として行事などに活かしていく。研修に
は全職員が参加出来るようにし、個々の
スキルアップを図っていく。学校とは、
情報共有だけではなく、問題提起などを
こちらからも発信していきたい。 

２ 人事 

３ 情報 

４ 危機管理 

５ 個人情報保護 

Ⅱ
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

 
 
 
 
 
 

プ
ロ
セ
ス 

１ 利用希望者への対応 見学者、実習生は意向に沿って可能
な限り受け入れている。また個人情報
保護に配慮しながら、情報公開にも努
めている。地域交流では、老人クラブ
を慰問し、他学童との交流会も積極的
に行った。保護者には、個々の不安や
悩みに応じて、お迎え時などに相談や
面談を行い、誠意をもって対応してい
る。 

様々なマニュアルに関しては、時代
に即した物に見直していく。苦情に対
しては、真摯に受け止め、早急に議論
し、解決、対応を迅速に行っていく。
長期休みには、他の地域行事への参加
も検討していきたい。また地域交流を
大切にし、父母会とも協力しながら、
夏祭り、もちつき会などの行事を守っ
ていきたい。 

２ 計画作成・見直し 

３ サービスの標準化 

４ 苦情解決 

５ 利用者家族へのサポート 

６ 人権の尊重 

７ 地域との連携・交流 

Ⅲ
 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

１ 基本原則 

子ども一人ひとりの自主性を尊重
しながら、計画や見通しを持って遊び
や行事、活動に取り組んでいる。気に
なる子や支援児には、学校との連携を
密にし、意思統一を図りながら、その
子に添った対応、関わりを親身に心掛
けている。集団の一人帰り時には、安
全を考え、職員が安全な場所まで付き
添ってもいる。 

おやつや行事などは改善できる所
は改善し、現状に満足せず、より良い
物、質の高い保育を目指していきた
い。また環境づくりにも留意し、子ど
もたちが毎日楽しく、気持ちよく、快
適に過ごせるように努力していく。そ
の中で安全、健康面には十分配慮して
いく。感染症などの予防は、これから
も継続していきたい。 

２ コミュニケーション 

３ 相談等の援助 

４ 健康管理 

５ 自傷他害への対応 

６ 活動 

７ おやつの提供 

８ 施設環境 

９ 来所・帰宅 
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クラブ平均 入船小学校地区児童育成クラブ 4段階評価 

Ⅰ.組織と運営 Ⅱ．サービス提供のプロセス Ⅲ．サービスの内容 

運営事業者による自己評価結果 

・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・自己評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

【大項目評価】 ・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

評価項目 

（大項目） 

平成 28 年度 

（平成 27 年度） 

Ⅰ. 組織と運営 
Ａ 

（Ｂ） 

Ⅱ. 
サービス提供の 

プロセス 

Ｂ 

（Ｂ） 

Ⅲ. サービスの内容 
Ａ 

（Ｂ） 

 

 

【中項目評価】 ・評価：4=優れた取組ができている、3=おおむねできている、2=あまりできていない、1=まったくできていない 
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利用者による評価結果 
・全クラブの評価は、児童育成クラブの全体の傾向を表しています。 

・当該クラブの評価結果を全クラブの評価と比較することにより、各クラブがどのような位置にあるかを示しています。 

・評価：A=大変優れている、B=優れている、C=普通、D=やや不十分である、E=極めて不十分である 

テーマ 
平成28年度 

(平成 27 年度) 

保
護
者 

利用しているクラブの
組織と運営について 

Ａ 

（Ｂ） 

サービス提供の手順に
ついて 

Ｂ 

（Ｂ） 

子どもの発達援助に 
ついて 

Ａ 

（Ｂ） 

児
童 

サービス提供の手順及
び発達援助について 

Ｂ 

（Ｂ） 

 

Ⅰ 保護者の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

利
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の 

組
織
と
運
営
に
つ
い
て 

① クラブの理念や方針に関する説明や情報共有 86.9% 0.0% 84.1% 1.1% ↑ 81.8% 0.0% △5.1% 

② 支援員の専門的知識や技術 83.6% 0.0% 65.7% 3.8% ↑ 81.8% 1.8% △1.8% 

③ 来所時や帰宅時の安全確保 96.7% 0.0% 85.6% 1.8% ↑ 94.5% 0.0% △2.2% 

④ クラブ内の清掃・整理 93.4% 0.0% 80.7% 1.8% ↑ 89.1% 0.0% △4.4% 

⑤ 個人情報の保護・取扱 83.6% 0.0% 82.5% 1.2% ↑ 87.3% 0.0% ▼3.7% 

⑥ 学校との連携や情報交換 83.6% 3.3% 73.8% 3.9% ↑ 74.5% 9.1% △9.1% 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
に
つ
い
て 

① 支援員からの十分な説明や情報提供 88.5% 0.0% 89.0% 1.0%   87.3% 0.0% △1.3% 

② 支援員同士の情報共有 78.7% 0.0% 70.2% 5.4% ↑ 76.4% 0.0% △2.3% 

③ 連絡帳やおたよりによる情報提供 75.4% 4.9% 68.3% 7.5% ↑ 74.5% 3.6% △0.9% 

④ 支援員への相談のしやすさ 93.4% 1.6% 83.2% 3.8% ↑ 92.7% 0.0% △0.7% 

⑤ クラブに関する意見や要望への対応 91.8% 0.0% 82.1% 3.0% ↑ 89.1% 0.0% △2.7% 

子
ど
も
の
発
達
援
助
に
つ
い
て 

① おやつへの工夫 86.9% 0.0% 79.5% 2.1% ↑ 87.3% 1.8% ▼0.4% 

② 遊びを通した自主性や人間関係が育つような配慮 88.5% 0.0% 79.1% 1.9% ↑ 90.9% 0.0% ▼2.4% 

③ 学習活動を自主的に行える環境 80.3% 1.6% 72.6% 4.8% ↑ 76.4% 5.5% △4.0% 

④ 生活習慣が身につくような配慮 78.7% 0.0% 74.2% 2.5% ↑ 81.8% 0.0% ▼3.1% 

⑤ 季節の行事など楽しく過ごせる工夫 96.7% 0.0% 95.1% 0.6% ↑ 98.2% 1.8% ▼1.5% 

⑥ 体調変化や事故、ケガへの対応・連絡 93.4% 3.3% 86.4% 1.5% ↑ 89.1% 1.8% △4.4% 

⑦ 子どもの人権尊重や個人差への配慮 90.2% 0.0% 80.7% 2.0% ↑ 92.7% 0.0% ▼2.6% 

⑧ 特別な支援が必要なお子さんへの配慮 78.7% 3.3% 64.2% 1.2% ↑ 61.8% 1.8% △16.9% 

          

Ⅱ 利用児童の回答 
本クラブの 

回答 
【全クラブ】 
との比較 

【平成 27 年度】 
との比較 

テーマ 設問 
はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 

平均よ

り上=↑ 

はい 

の割合 

いいえ 

の割合 
差 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

順
及
び
発
達
援
助
に

つ
い
て 

① おやつのおいしさ 85.2% 0.0% 79.4% 1.4% ↑ 78.2% 0.0% △7.1% 

② へややといれのきもちよさ 82.0% 3.3% 72.8% 3.3% ↑ 72.7% 0.0% △9.2% 

③ クラブのたのしさ 91.8% 0.0% 78.3% 2.3% ↑ 85.5% 1.8% △6.3% 

④ こまったことやいやなことがあったときの先生のたいおう 68.9% 3.3% 66.6% 2.9% ↑ 70.9% 3.6% ▼2.1% 

⑤ 先生がきもちをわかってくれているか 80.3% 0.0% 66.7% 2.1% ↑ 74.5% 1.8% △5.8% 
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資料 

１.平成 28 年度 事業者自己評価シート 

Ⅰ．組織と運営 

■それぞれの「評価の視点」において、「自己評価」の欄に以下の４段階での記入をお願いします。 

自己評価の定義 

 ４：優れた取組ができている  ３：おおむねできている 

 ２：あまりできていない   １：まったくできていない 

 

評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

１ 

運
営 

① 

放課後児童クラブ運営指針が職員に周

知され、すべての職員がそれを理解し、

実現に向けて取り組んでいる。 

 

 

② 

重要な決定事項について、関係する職

員や利用者等に説明する場があり、十

分に伝えている。 
 

 

③ 

職員が意見を言ったり、提案を出しや

すい雰囲気をつくるための工夫があ

る。 
 

 

④ 

利用者から出された意見については必

ず検討し、その対応について利用者や

保護者への説明や報告がなされている。  
 

 

⑤ 

利用者満足度調査を実施し、結果をも

とに改善策をつくり、事業計画に活かし

ている。 
 

 

⑥ 
全職員でサービス改善について取り組

んでいる。  
 

⑦ 
市に対する活動報告を適切に行い、市

との情報共有に努めている。  
 

⑧ 
学校との連携に積極的であり、適切な

情報交換を行っている。  
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評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

２ 

人
事 

① 

子どもの発達の特徴や子どもとの関わ

り方、支援員の役割など、職員研修を

行い、学んだ内容を職員間で共有して

いる。 

 

 

② 

運営責任者等による職員との定期面

接、職員からの申告書提出などにより、

業務上の悩みやストレスを軽減・解消

するための具体的な方策を把握する仕

組みがある。また、日ごろの談話等によ

り、職員の提案、要望、不満、目標等を

把握する仕組みがある。 

 

 

③ 

職員の雇用は、書類審査・面接等によ

り適正に行い、運営事業者の理念等を

理解したうえで採用している。 
 

 

３ 

情
報 

① 

職員会議や日常的な引継ぎなど、指

示・連絡・報告・相談の体制が確立して

おり、機能している。 
 

 

② 

「おたより」の発行や連絡帳などを通じ

て、利用者の様子を保護者に定期的・

具体的に伝えている。 
 

 

③ 
サービス提供やクラブ運営の情報を、

求めに応じて公開する仕組みがある。  
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評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

４ 

危
機
管
理 

① 

災害や緊急時の対応についてマニュア

ルを整備し、職員に周知するとともに、

定期的な避難訓練を実施している。 
 

 

② 

事故防止のため、施設や設備の安全

性について点検を実施し、危険箇所に

対し速やかに対処している。 
 

 

③ 

クラブにおいて発生したケガや急病に

対処するために、救護やＡＥＤ操作に関

する職員研修を行っている。 
 

 

④ 

子どもに対する手洗いの徹底や、嘔吐

物の処理方法のルール化など、感染症

の拡大防止に努めている。 
 

 

⑤ 
食品や調理器具の取り扱いに注意し、

食中毒の防止に努めている。  
 

⑥ 
ケガや事故の情報を記録し、再発防止

のための対策を行っている。  
 

５ 

個
人
情
報
保
護 

① 

職員への研修は、利用者および保護者

の個人情報の取り扱い、守秘義務に関

する内容を含めて行っている。 
 

 

② 

利用者の個人情報（名簿等）が流出し

ないよう、具体的な取り組みを行ってい

る。 
 

 

③ 
個人情報の利用目的を、利用者や保

護者に明示している。  
 

④ 
面談は個室で行うなど、プライバシーの

保護に配慮している。  
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Ⅱ．サービス提供のプロセス 

■それぞれの「評価の視点」において、「自己評価」の欄に以下の４段階での記入をお願いします。 

自己評価の定義 

 ４：優れた取組ができている  ３：おおむねできている 

 ２：あまりできていない   １：まったくできていない 

 

評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

１ 

利
用
希
望
者
へ
の
対
応 

① 

入会説明会や見学は、なるべく意向に

沿って受け入れ、見学者に対して、サ

ービスの内容や規則について、正確

に、わかりやすく説明するよう努めてい

る。 

 

 

② 

重要事項に関して子どもやその保護者

等に事前に説明し、書面による同意を

得ている。 
 

 

③ 

重要事項説明書や入会のしおりは読み

やすく、わかりやすいものを作成してい

る。 
 

 

２ 

計
画
作
成
・見
直
し 

① 

年間の支援計画は、子どもや保護者の

要望、関係者の意見を取り入れて作成

している。 
 

 

② 
年間の支援計画は、子ども・保護者へ

の説明を行い、同意を得ている。  
 

③ 
定期的に、支援計画の見直しにつ 

いて検討している。  
 

３ 

サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化 

① 

個々のサービスについて、標準的な実

施方法を定め、マニュアルなどを作成し

ている。 
 

 

② 
新人職員に対し、業務内容を学ぶ研修

を実施している。  
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評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

４ 

苦
情
解
決 

① 

苦情を受け付ける仕組みや書式が整

備されており、職員や子ども・保護者に

周知され、サービスの改善に活用され

ている。 

 
 

② 

苦情解決にあたっては、直ちに会議等

で対応を検討し、迅速な解決を心掛け

ている。 
 

 

③ 

苦情の申し出から解決まで、一連の流

れが記録され、情報として蓄積・共有化

できる仕組みができており、機能してい

る。 

 
 

５ 

利
用
者
の

家
族
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト 

① 

自宅での生活を含め、子育ての不安や

悩みなど、保護者からの相談や面談に

応じる体制を整えている。 
 

 

６ 

人
権
の
尊
重 

① 

職員から子どもへの体罰防止マニュア

ルの作成や研修実施など、虐待防止の

ための具体的な仕組みがあり、機能し

ている。 

 
 

② 

家庭等での虐待の兆候を感じ取るな

ど、子どもに対する虐待の早期発見や

その後の見守りに努めている。 
 

 

７ 
地
域
と
の
連
携
・交
流 

① 

地域行事への参加など、子どもの施設

外における活動の範囲を広げるための

取り組みを行っている。 
 

 

② 

ボランティア・実習生の受け入れにあた

り、担当者を配置するとともに、ボラン

ティア・実習生に対して必要な事前説明

をしている。 

 
 

③ 

それぞれの関係諸機関・団体とのかか

わり方を明確にし、それぞれに応じた連

携を図るための定期的・具体的な取り

組みを行っている。 
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Ⅲ．サービスの内容 

■それぞれの「評価の視点」において、「自己評価」の欄に以下の４段階での記入をお願いします。 

自己評価の定義 

 ４：優れた取組ができている  ３：おおむねできている 

 ２：あまりできていない   １：まったくできていない 
 

評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

１ 

基
本
原
則 

① 
子どもの人格や意思を尊重し、主体的

に活動できるよう援助している。  
 

② 

子どもの発達の特徴や発達過程を理

解し、心身の状態に応じた支援方法を

検討し、支援している。 
 

 

③ 

業務の実施状況に関する日誌（出欠記

録や業務日誌等）等、サービスの記録

を行っている。 
 

 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

① 

子どもの自己決定や意見の表明を促

し、それを受け止めるように心がけてい

る。 
 

 

② 
子どもの人格、価値観等を尊重したマ

ナー、言葉づかいを心がけている。  
 

３ 

相
談
等
の
援
助 

① 

子どもが相談したい時にはその方法や

相手を選択して相談することができるな

ど、対応する方法が定められている。 
 

 

② 

日頃から子どもの行動特性や生活リズ
ム、興味・嗜好、対人関係、服薬の状況
などを観察・記録し、その結果を職員が
共有し、支援に生かしている。 

 
 

４ 

健
康
管
理 

① 
保護者との連携のもと、服薬管理が適

切に行われている。  
 

② 

子どものケガや急病が発生した場合は

速やかに対処し、保護者にも報告して

いる。 
 

 

③ 

アレルギー疾患のある子どもに対する
食品への配慮や、アナフィラキシーショ
ック発症時の対処法について、全職員
が情報を共有し適切に対応している。 

 
 

 

  



 

89 

 

評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

５ 

自
傷
他
害
へ
の
対
応 

① 

自傷、他害、物損などの危険な行為に

対して、子どもの心身を傷つけずに対

応するための具体的な方法が定められ

ている。 

 

 

② 
必要に応じて専門家の協力を得て、支

援方法について工夫を行っている。  

 

６ 

活
動 

① 

自然との触れ合いや社会体験など、多

様な活動が用意されており、子どもが

選んで参加することができるようになっ

ている。 

 

 

② 
子どもが自由に遊べる時間が確保され

ている。  

 

③ 
宿題や自習などの学習活動を自主的

に行える環境を整えている。  

 

④ 
遊びや生活を通して、豊かな人間関係

が育つような配慮を行っている。  

 

⑤ 

子どもが性差や国籍、障がいの有無、

考え方の違いなどにとらわれず、互い

に認め合い、尊重し合えるよう支援して

いる。 

 

 

⑥ 
障がいのある子どもが遊びや活動に参

加しやすいように支援している。  
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評価

項目 
 評価の視点（判断基準） 

自己

評価 
工夫している点や課題があればご記入ください 

７ 

お
や
つ
の
提
供 

① 

味、温度、盛り付け等の配慮、季節感

を取り入れた献立など、質の高いおや

つを提供している。 

 
 

② 

子どもの嗜好や成長に基づき、栄養面

や活力面から必要とされるおやつを出

している。 

 
 

③ 

行事や季節を織り込み、子どもがおや

つの時間を楽しく過ごせるように工夫し

ている。 

 
 

８ 

施
設
環
境 

① 

子どもが落ち着いて快適に過ごせるよ

うに、音や光、室温、換気、くつろげる

場所の整備等に配慮している。 

 
 

② 
部屋やトイレ、手洗い場などについて、

清掃・整理された状態を維持している。 

 
 

③ 
子どもが安全に活動できるように、設

備・備品に配慮している。 

 
 

９ 

来
所
・帰
宅 

① 
子どもひとりでの来所や帰宅にあたっ

て、安全面での指導を行っている。 
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総合評価と事業プロフィール 

評価項目（大項目） 

事業者の強み、 

アピールしたい取り組み 

 

(事業者のサービスとして「良いと思うこと」、「これ

からも続けていきたいこと」など、具体的な取り組

みの事実をあげながら記入してください。) 

サービス改善に向けた取り組み、 

今後の展望 

 

(サービスを提供するにあたって「改善が必要だ」

と思うことを記入してください。また、改善に向けた

具体的な取り組みがあれば書き添えてください。) 

Ⅰ 組織と運営 

 

P2～P4 の設問を参考にして 

回答してください。 

  

Ⅱ サービス提供のプロセス 

 

P5～P6 の設問を参考にして 

回答してください。 

  

Ⅲ サービスの内容 

 

P7～P9 の設問を参考にして 

回答してください。 

  

 

評価シート作成日 平成   年   月   日 

評価シートの作成方法 

（いずれか１つ○印をつけてく

ださい。「３．その他」に○印を

つけた事業者は具体的な方

法もご記入ください。） 

 

１．幹部職員および一般職員による評価チームをつくり、自己評価を行った 

 

２．通常の職員会議等の場を活用し、自己評価を行った 

 

３．その他（具体的に：                                ） 

 

 

  

必ずご記入ください。空欄の場合には、再提出をお願いすることがあります。 
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児童育成クラブの名称  

事業者の名称  

事業者の所在地  

事業者の連絡先 

電話 FAX 

E-mail 

貴法人が当該クラブの 

運営を開始した日 
昭和／平成    年    月    日 

開設場所（○印を付けて 

ください） 
小学校校舎内 ・ 小学校敷地内 ・ 小学校敷地外 ・ その他（         ） 

定員／現在の利用者数 

(平成 28 年 12 月末現在) 
定員       人、 利用者数       人 

 
 
職員数 
(平成 28 年 

12 月末現在) 
 

※常勤： 

週５日勤務、 

かつ、30 時間以上 

 

※非常勤： 

常勤職員以外 

常勤 

職員数     人 （うち、男性    人、女性    人） 

有資格者数 保育士・・・（    ）人 

  幼稚園教諭・・・（    ）人、 

  幼稚園以外の教諭・・・（    ）人 

  その他（              ）・・・（    ） 人 

  その他（              ）・・・（    ） 人 

非常勤 

職員数     人 （うち、男性    人、女性    人） 

有資格者数  保育士・・・（    ）人 

  幼稚園教諭・・・（    ）人、 

  幼稚園以外の教諭・・・（    ）人 

  その他（              ）・・・（    ） 人 

  その他（              ）・・・（    ） 人 

サービスの提供にあたって

大切にしていること 

 

 

利用者調査票の配付数  

○利用者調査票は、原則として全員に配付してください。 

 

事業者調査票の記入者 氏名： 

○記入内容等について、お問合せをさせていただくことがあります。 
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２.平成 28 年度 利用者調査 

Ｎｏ.   小学校地区児童育成クラブ 

 

浦安市児童育成クラブ利用者調査 ご協力のお願い 

 

 

日頃より、浦安市の児童健全育成に対するご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

浦安市では、児童育成クラブの質の向上を目的に、クラブの利用者の皆様への調査を行い、その結果

を運営事業者に伝え、今後のサービスの向上を図ってまいります。 

つきましては、児童育成クラブをご利用のお子さまと保護者の方を対象に、アンケート調査を実施い

たしますので、ご協力をお願いいたします。お答えいただいた内容は統計的に処理し、お名前が表に出

たり、ご迷惑をおかけすることは決してございません。また、今回の調査結果は、市役所等の公共施設

や市のホームページ上でも公開いたします。何卒趣旨をご理解の上、ご協力賜りますようお願い申し上

げます。 

 

平成２９年１月 

浦安市こども部 青少年課 児童育成係 

連絡先：０４７－７１２－６４５３（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①回答は、選択肢に○印をつけるものや、自由に記述するものがあります。質問に沿って 

ご回答ください。 

②黒色または青色の鉛筆、ボールペンなどでご記入ください。 

③Ｑ１～Ｑ２１は保護者の方がご回答ください。 

Ｑ２２～Ｑ２６はお子様にご回答いただくものです。保護者の方には必要に応じて 

その手助けをお願いします。 

④記入済みの調査票は、同封の返信用封筒に入れて、 

平成２９年２月１０日（金）までに、投函してください。切手は不要です。 

＜ご記入にあたってのお願い＞ 
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お子さんが利用しているサービスについておたずねします。 

次の質問について、あなたの気持ちに近いものを１つ選び、番号に○をつけてください。 

 

＜利用しているクラブの組織と運営について＞ 

質 問 はい 
どちらとも 

いえない 
いいえ 

Q 

1 

クラブの理念や方針について、保護者に十分な説

明や情報提供がありましたか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

2 

支援員は、育成支援に関する専門的知識や技術

を有していると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

3 

出席確認や不審者対応など、来所時や帰宅時の

安全確保に向けた取組みがなされていると思いま

すか。 

⇒ １ ２ ３ 

Q 

4 

クラブ内の部屋について清掃・整頓が行き届いて

いると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

5 

支援員は、お子さんや保護者の個人情報の保護・

取扱いに注意を払っていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

6 

学校との連携や情報交換が適切に行われている

と思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

 

＜サービス提供の手順について＞ 

質 問 はい 
どちらとも 

いえない 
いいえ 

Q 

7 

支援員からクラブに関する内容等について、事前

に十分な説明や情報提供がありましたか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

8 

あなたは、支援員同士の情報共有が十分になさ

れていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

9 

連絡帳やおたよりを通じて、お子さんのクラブでの

様子が伝わってきますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

10 

お子さんのクラブでの様子など、気になっているこ

とを支援員に相談しやすいですか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

11 

クラブに関する意見や要望に対して、クラブ側が

誠実に対応していると感じますか。 
⇒ １ ２ ３ 
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＜子どもの発達援助について＞ 

質 問 はい 
どちらとも 

いえない 
いいえ 

Q 

12 

支援員は、おやつを楽しく食べられるように、さまざ

まな工夫をしていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

13 

支援員は、遊びや生活を通して自主性や人間関係

が育つような配慮をしていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

14 

支援員は、お子さんが宿題や自習等の学習活動を

自主的に行える環境を整えていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

15 

支援員は、お子さんの成長にあわせて、基本的な生

活習慣が身につくよう、配慮をしていると思います

か。 

⇒ １ ２ ３ 

Q 

16 

季節の行事など、お子さんが楽しく過ごせるような工

夫が計画的に行われていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

17 

クラブにおいての発熱など体調変化があった場合

や、事故やケガが発生した場合に、処置や保護者へ

の連絡が、適切に行われていると思いますか。 

⇒ １ ２ ３ 

Q 

18 

支援員は、子どもの人権を尊重し、個人差に配慮し

ながら、お子さんと接していると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

Q 

19 

特別な支援が必要なお子さんが、他のお子さんと交

流しやすいよう配慮されていると思いますか。 
⇒ １ ２ ３ 

 

 

＜児童育成クラブ安全・安心メールについて＞ 

質 問 
登録しており、

満足している 

登録している

が、満足して

いない 

登録してい

ない 

Q 

20 

現在、児童育成クラブ安全・安心メールの利用登録

（メールアドレスの登録）をしていますか。 

また、登録している方は安全・安心メールシステムに

満足していますか。 

⇒ １ ２ ３ 

 

※Q20 で「２」及び「３」を回答された方は、その理由を次のページの自由記述欄にお書きください。 
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サービスについて、ご意見などがございましたら何でもご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 
 

 

ここからは、お子さんにご回答をお願いします。あてはまるものに○をつけてください。 

 

質 問 １ ２ ３ 

Q 

22 
じどういくせいクラブのおやつはおいしいですか。 ⇒ おいしい 

どちらとも 

いえない 

おいしく 

ない 

Q 

23 

じどういくせいクラブのへややトイレはきもちよくつ

かうことができますか。 
⇒ 

きもちよく 

つかえる 

どちらとも 

いえない 

きもちよく 

つかえない 

Q 

24 
じどういくせいクラブはたのしいですか。 ⇒ たのしい 

どちらとも 

いえない 

たのしく 

ない 

Q 

25 

じどういくせいクラブで、こまったことやいやなこと

があったとき、クラブの先生は、どうしたらよいか、

いっしょにかんがえてくれましたか。 

⇒ 
かんがえて 

くれた 

どちらとも 

いえない 

かんがえて 

くれなかった 

Q 

26 

じどういくせいクラブの先生は、あなたのきもちを

よくわかってくれますか。 
⇒ 

わかって 

くれる 

どちらとも 

いえない 

わかって 

くれない 

 

じどういくせいクラブについてかんじていることを、なんでもかいてください。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年度 浦安市児童育成クラブに係る評価事業 報告書 

平成 29 年 3 月 

浦安市こども部青少年課 

〒279-8501 千葉県浦安市猫実一丁目 1番 1号 

電話 047-712-6453（直通） 


